


࿈
　 本事業では、 報告書において分析対象と なる テーマを 設定し 、 ・ のテーマに関 する 事例を · と め

தて分析、 検討を 行っ ている 。 · た、 こ れ· でに報告書で分析テーマと し て取り 上げた事例の から 、

ʮ ʯಛ ఏ  に周・ す・ き 情報を 医療安全情報 と し て ఏ  し ている 。 こ こ では、 ʮ ʯし た 医療安全情報

 �の 発・ 類似事例の報告件数について取り · と めた。

　 本報告書の分析対象期 に報告さ れたʮ ʯ  �医療安全情報 の 発・ 類似事例のタ イ ト ルは 8あ り 、

ʮ �◌ෳ ൈ◌ ෦件数は 0 件であ っ た。 こ のう ・ 、 類似の事例が 数報告さ れたのは、 / o 7： Ґ の取り ҧ

͑ ʯ ʮ ᶃ ʵ ʵ ʯ ʮ Լज़� ଘ ൽが 件、 / o 2： 手 のΨーθの・ Ψーθカ ・ ン ト が 件、 / o 8： 用 ーϙ

ʯ྾
ト  カ テーテルの断ͼ ʮ ࢠ ʯ ʮ◌ं ই ज़�、 / o 7： Ҝ のフ ッ ト レ ス ト にΑる 外 、 / o 3： 手 のΨー

ᶄ ʵ ʵ ʯ ʮ ʯ࿈ଘ ઢ ഭ ইθの・ 9 画像の確認 、 / o 92： 医療関 機 にΑる ѹ ・ が・ れ・ れ 件な ど で

あっ た。

ͨ Ε͞ �ʮ ʯ◌ྍ◌ શใ ใ◌݄�  ݄◌・ Β 3 ʹ ҩ ・ ͷ  � ��◌ྨ ◌ྫ◌ൃ ɾ ͷ  �ใ  ݅◌ ・

/ P λΠτϧ ఏ   ݅◌  ݄◌・ ・

/ P

/ P

 � ҧ ͑ༀ औ Γͷ
 � ҧ ͑ༀ औ ใΓ （ 第 ）ͷ

2007年 3月

202年 7月

/ P

/ P3

� ӷ༌ ࿙֎খ ग़ ◌݂  ͷ ͷ
� ӷ༌ ࿙֎খ ग़ ใ ◌݂  （ 第 ）ͷ ͷ

2007年 月

2023年 0月

/ P

/ P

 � ҧ ͑खज़ ෦ औҐ ӈ Γͷ ͷ
 � ҧ ͑खज़ ෦ औ ใҐ ӈ Γ （ 第 ）ͷ ͷ

2007年 7月

20年 月

/ P

/ P9

/ P9

ࣨ ݕ �  �ੑ ମ ଐ. 3 I ・ ・ （  ・ ・ ） ・ ・ Έͷ ͳ Ͳ ͷ
ࣨ ݕ �  �ੑ ମ ଐ ใ. 3 I ・ ・ （  ・ ・ ） ・ ・ Έ （ 第 ）ͷ ͳ Ͳ ͷ
ࣨ ݕ �  �ੑ ମ ଐ ใ. 3 I ・ ・ （  ・ ・ ） ・ ・ Έ （ 第3 ）ͷ ͳ Ͳ ͷ

3

2007年 9月

20年 9月

2023年 月

/ P

/ P

ޡ    ༌ ◌ऀ  ◌݂・ ͷ
ޡ    ༌ ◌ऀ ใ ◌݂・ （ 第 ）ͷ

2007年 0月

20年 月

 �◌ྍ ྉ ༻ະ ໓  / P9 ҩ ・ͷ ͷ 2008年 月

ԟ ͕Θ ͔͍ͬͯ  �ༀ ༩
/ P3 Ξレ Ϊ ʔ  Δ ・ϧ ͷ ͷ 2009年 月

/ P3

/ P

 �ༀ Ր◌ి  スʹ ΑΔ Ҿϝ ͷ
 �ༀ Ր◌ి  ใスʹ ΑΔ Ҿ （ 第 ）ϝ ͷ

2009年 9月

20年 0月

9 � �ༀ ෆ ◌े ೝ/ P3 ・  ͷ ͳ 200年 2月

༻ਗ਼ ১ ই/ P λΦ ʹ ΑΔ・ϧ 200年 9月

� ҧ ͑ൈ◌ ෦ औ/ P Ґ Γͷ 200年 0月

/ P

/ P

� ◌ྔ◌ૉ ೝະ・  ͷ
� ◌ྔ  ◌ૉ ೝ ෆ ใ・ ・ （ 第 ）ͷ

200年 月

209年 月

ঢ়ݻ  ෆ/ P フ ァ ンカ ・ ・ ・ ・   ・ ・ Ѳ ・ϫ ϧ Ϧ Ϧ Ϝ ͷ ͷ 20年 2月

ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ/ P3 ・ Γͷ 20年 月

 � ։ମ  ◌ൃ త ൈ◌  ม/ P Ґ   ɾ   ・ ν ʔϡ ϒͷ ͷ ͳ 20年 月

/ P

/ P

/ P

151γʔޡ  τ ҿͷ
ޡ  ใ151γʔ τ ҿ （ 第 ）ͷ
ޡ  ใ151γʔ τ ҿ （ 第3 ）ͷ

20年 8月

203年 9月

202年 8月

༻ ྾Լൽ அ/ P ʔ τ カ ς ʔ ςϙ ϧͼ ͷ 20年 9月

͍ ѻ   ޡ◌ి  औ ই/ P9 ス ンγ Γ ʹ ΑΔ・ϝ ϖ ϧ ͷ 3 20年 0月

/ P

/ P9

 �༻   ༀ ༩ซ ・ͷ ͷ
 �༻   ༀ ༩ซ ใ・ （ 第 ）ͷ ͷ

20年 2月

207年 8月

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ˙

ᶚ  � �◌ྨ ◌ྫ◌ൃ ੳ　 ɾ 事 の ・
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/ P λΠτϧ ఏ   ݅◌  ݄◌・ ・

/ P3

/ P3

 �ը ૾ அ ॻ  ೝ ෆใ・ ・ͷ
 �ը ૾ அ ॻ  ೝ ෆใ ใ・ ・ （ 第 ）ͷ 3

202年 2月

208年 月

खज़ޫ◌ ݯ த ઌ ই/ P ί ʔ υ ・ ʹ ΑΔ・ͷ ͷ 3 202年 9月

/ P

/ P

��  � ҧ ͍ༀ ◌ྔ  ॲ ସ� ॲ◌ํ ◌ํΛӃ ・ ʹ ・ Γ Δͷ ͷ
��  � ҧ ͍ༀ ◌ྔ  ॲ ସ� ॲ◌ํ ◌ํ ใΛӃ ・ ʹ ・ Γ Δ （ 第 ）ͷ ͷ

203年 月

202年 月

/ P

/ P
◌ླཱྀᡦ ஔ ಓ ଛ ই・ カ ς ʔ ς ʹ ΑΔ・ϧ

◌ླཱྀᡦ ஔ ಓ ଛ ই ใ・ カ ς ʔ ς ʹ ΑΔ・ （ 第 ）ϧ

203年 7月

208年 9月

ӷ ࿏ޡ �  ։ ◌์  / P3 ・ ・ ・ υレφʔ δ回 Λ Δ Γͷ 203年 0月

 �ༀ ༩
/ P   ・ͷ 20年 月

ޡ    அ/ P9 ・ ・ Έ ʹ ΑΔカ ς ʔ ς ɾ ν ʔ ・ϧ ϡ ϒ ͷ 20年 月

 � ҧ ࢍ ͑ ૠ ◌ೖ� औ/ P9 9  υレʔ ン ӈ Γͷ ͷ 20年 2月

ࢦࣔ  ͍ ҧ ޱ ղ಄ ऍ  / P ͷ 20年 月

� ։ખ◌ํ  ด/ P ・ Εͷ 20年 8月

�  � ҧ ͍ༀখ ௐ/ P ・  ͷ ͷ 20年 9月

ҧ ͍ೱ/ P Ξυレφ ン ・  Ϧ ͷ 20年 月

ݕ�  ҧ ͍༰   ମ◌݂�/ P 9 ͷ 20年 2月

࿈བྷ
/ P ύ χοΫ ・   ・ Εͷ ͷ 20年 2月

தޙ   �  ৺ ੩ ൈ◌  ખ / P3 カ ς ʔ ς ・ϧ ͷ 20年 月

� ݻ  � ߅ � ߅  ։খ ൘ ◌݂/ P   ɾ ・ Εͷ 20年 月

ҧ ͑༩ༀ  ◌ऀऔ/ P Γͷ 20年 7月

ଞࢪ ◌ઃ� ৯ छ ೝ ෆใ  / P Β ・ ・ͷ ͷ 20年 8月

ͨ͠�  � ҧ ͑ ◌ྨ ༀ֎ औ/ P Γͷ ͷ 20年 9月

 � ҧ ͑ʵ ʵ֎ Պखज़ ෦ औ ਆ खज़ܦ/ P Ґ ӈ Γ ・ͷ ͷ 207年 7月

ࢍ  ։େ◌  ◌์/ P3 3  υレʔ ン ・ͷ ͷ 207年 2月

༻ ই/ P3 οτύ οΫ ・ ・ϗ ͷ 208年 月

ཧපݕ ମ ఏ ग़ະ/ P ͷ 208年 月

ࢠ ֎◌ं ই/ P Ҝ フ οτレスτʹ ΑΔͷ 209年 2月

 � ʵ � ݕ ࢹ ʵཧ Խප அ ॻ  ೝ ◌্ ෦ ফใ/ P ・ ・ Ε  ・ͷ 209年 月

ᶃ ʵ ʵखज़� ଘ/ P Ψʔ θ ・ Ψʔ θカ ・ ンτͷ ͷ 209年 7月

ᶄ ʵ ʵըखज़� ଘ ઢ ૾  ೝ/ P3 Ψʔ θ ・ 9ͷ ͷ ͷ 209年 8月

མస/ P ου・ Ҡ ・ ・ϕ ͷ ͷ 2020年 月

ҙ ͨ͠ �ऀ◌ ࢪ ಉ ज़� खज़�/ P ҟ Δͱ ͳ ͷ 2020年 9月

� ։◌ૉ ખ ೝະ/ P ン  ϕϘ ͷ ͷ 2020年 月

Ԍ  � ◌ྍԽ Խ◌੍  ੑ໔ ๏ /ܕ P Ӹ ・ ɾ ʹ ΑΔ#  ・ Π スϧ ͷ 202年 2月

ӷ ҧ ͍༌ ◌ྀྲ◌ྔ ഒ  / P3 ン ・ϙ ϓ ͷ ͷ 202年 月

༩ޙ �  ཆ ◌ೖະܦ/ P Πンス ン・ ・ ӫ ・Ϧ ͷ ͷ 202年 月

ݺ ࿏ ֎ਓ ଓ/ P ・   回 ・ Εͷ ͷ 3 202年 7月

ࢍ  Լ◌ෲ खज़� আ� � ◌ ଁ  ৫/ P  ・ ɾ ・ Ҩ ・ͷ ͷ 202年 2月

◌ྍ  ࿈   ഭ ই/ P9 ҩ ʹ ΑΔѹ ・ 2022年 月

চݯ ◌ి ◌ೖ/ P9 ・ ηンαʔ Ε・ Εͷ 3 2023年 月

 � ։ ௨ น ະܕ/ P ό οά Ωοτ・ ͷ ͷ 2023年 9月

ӷༀ ༻ ༻Խ◌્   ◌ऀ ড়݂ / P " $ & ・ ʹ   ・ͷ ͷ 202年 2月

 �　 本報告書では、 分析対象期 に報告さ れた 発 ʮճେ◌ୖ 38 ແ・ 類似事例のう ・ 、 報告書で取り 上げた

ʯ࿈ઢ� ৺ ◌ి ਤ ૹ ৴χタ の 受 機に関 し た事例 とϞ ʮ ୖ◌ճେޡ  ૠ、 3 報告書で取り 上げた ң  の 入に関

ʯ  �࿈ հ◌ৄし た事例 について、 事例の を ・ する 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ˙

–  –
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̍ ʳ �  �࿈◌ ◌ ◌ྫઢ� ৺ ◌ి ਤ ૹ ड ৴  ॻແ ใχλ ʹ  （ 第3 回 ）ʲ Ϟ ͷ
 �ঢ়  ใ（ ・ ）

ʮ ʯ৴　 医療安全情報 / o 2 セン ト ラ ル χタ 受 患者 ҧ いϞ ఏ  （ 20 0年 月 ） で ૹ ৴、 一・ の 機か

◌ෳ ৺ ◌ి ਤ ৺ ◌ి ਤ ॲ ஔผら セン ト ラ ル χタ の 数の場所に を 表・ さ ・ たため、 の患者の を 見て・ 療・ をϞ

ޙ  ճେ◌ୖ行っ た事例について注意喚起を 行っ た。 ・ の 、 38 報告書（ 20年9月公表） の分析テーマで、

ʮ ʯ࿈ઢ� ৺ ◌ి ਤ ૹ ৴ແ χタ の 受 機に関 し た事例 を 取り 上げたϞ ʮ。 さ ら に、 医療安全情報 / o 9 セ

ʯૹ ৴ ◌ిン ト ラ ル χタ の 機の ・ ・ れϞ ఏ  （ 20 年 0月 ） では ૹ ৴ ◌ి、 機の ・ が・ れていたため、

Խੜ ૹ ৴ ঢ় ଶ体情報がセン ト ラ ル χタ に さ れ・ 、 患者の の変 に 付かなかっ た事例を 取り 上げ、 注Ϟ

意喚起を 行っ た。

 �ճ　 、 本報告書の分析対象期 ৺ ◌ి ਤ ண（ 202 年 月ʙ 3月） に、   入院し た患者に χタ を 装Ϟ

 �চ ◌ૢ ઢ� ৺ແܗし たがセン ト ラ ル χタ に入 を 行っ ておら ・ ・ が表・ さ れていなかっ た事例など 、Ϟ

࿈◌ి ਤ ૹ ৴χタ の 受 機に関 し た事例がϞ  �件報告さ れたため、 取り 上げる こ と と し たͼ ճେ◌ୖ 38。 報

告書の集計期 Ҏ  � ᶚ ʵ ʵ ޙ  ߱◌ ਤの20 年7月 に報告さ れた 発・ 類似事例は 件であった（ 表 １ １ ）。

࿈ઢ� ৺ ◌ి ਤ ૹ ৴ແなお、 本テーマは χタ の 機やセン ト ラ ル χタ に関 し た事例を 対象と し ておϞ Ϟ

◌ి  り 、 外れなど の事例は対象と し ていない。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍ ʮ � ʯ  �࿈◌ ◌ ◌ྫਤ ද ઢ� ৺ ◌ి ਤ ૹ ड ৴  ແ ใ  ݅◌ɹ χλ ʹ  ・Ϟ ͷ ͷ
 ߹ ݄◌  ݄◌  ݄◌ ʙܭ◌݄  3 ʙ ʙ 9 ʙ

・ 0 2 2

・ 0 0 2  3

・ 0 0 0 0  0

・ 0 0 3  

・ 2 0 2  

9・ 2  

・ 0 0 0 0  0

・ 2  

・ 0 0 2  3

3 ・ 3 3 3 0

・ ・ ・ ・  

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ࿈◌ ◌ ◌ྫઢ� ৺ ◌ి ਤ ૹ ड ৴  ແ χλ ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ Ϟ ͷ˙
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ᶚ ʵ ̍ʵ ̎ ʮ ҧ ͍ʯ◌ྍ◌ ਤ ද શ ड ৴  ◌ऀ  ใ /ɹ ҩ ・ P ηンτ χλϥ ϧ Ϟ

　 　

　

　

　

　

ᶚ ʵ ̍ʵ ʮ ʯ◌ྍ◌ ਤ ද શ ૹ ৴  ◌ిใ /３ ɹ ҩ ・ P9 ηン τ χλ ・ ・ Εϥ ϧ Ϟ ͷ ͷ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ࿈◌ ◌ ◌ྫઢ� ৺ ◌ి ਤ ૹ ड ৴  ແ χλ ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ Ϟ ͷ˙
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�◌ྫ  ཁ
（ ・ ） ͷ

̍ ◌ൃ ੜ ॴ） ・

ੜ　 発 場所は、 病・ が3件と 多かっ た。

　

ᶚ ʵ ̍ʵ ̐ਤ ද ◌ൃ ੜ ॴɹ ɹ ・

◌ൃ ੜ ॴ  ݅◌・ ・

病・ 3

ス タ ッ フ ス テーショ ン  

࿅◌  ܇機能

◌ಁ 析・  

౩ ॲ ஔ�  病

ճ Մੜ ◌ෳ˞ 発 場所は 数 ・ が 能である 。

̎ ࿈ ◌ྍ Պ）  ・

࿈ ॥   ৺ ◌ ଁ ଞ ◌݂　 関 診療科は 内科· たは  内科の報告が多く 、 ・ の に様々な診療科の報告があっ

た。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̑ ࿈ ◌ྍ Պਤ දɹ ɹ  ・

 ࿈ ◌ྍ Պ・
࿈ ◌ྍ Պ ݅◌ ・  ・  ݅◌ ・

॥   ৺ ◌ ଁ  ◌݂内科・  内科 0ܗ 整 外科 2

ൻ内科  ・  科 2

外科  ݺ    診療科

内科  ݺ  外科

ਆ 経科ܗ  ・ 外科

ਆ ◌් ਓ・ 経外科  産 科

ࣖඓ ৺ ◌ଁ  ◌݂Һ ・ 科  2  外科

�খ ਫ਼ਆ科  2 科

࿈
ճ Մ◌ෳ˞ 関 診療科は 数 ・ が 能である 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ࿈◌ ◌ ◌ྫઢ� ৺ ◌ి ਤ ૹ ड ৴  ແ χλ ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ Ϟ ͷ˙
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� ऀ◌ݧ ৬ छ ৬ छ ３ܦ ） ・ ・ ・ͱ
ݧ ݧ ཧ৬ޢ ࢣ छ ৬ छ ৬ छ　 ・ 事者 と 経 年数を 整 し て・ す。 ・ 事者は 経 年数0ʙ 年の が多く 報告

さ れていた。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̒ � ਤݧ ද ◌ऀ ৬ छ ৬ छ ɹܦ ɹ ・ ・ ・ͱ

�◌ऀ ৬ छ・
৬ݧ छ ・ܦ ・

߹ ܭ
Ҏ ◌্ʙ ・ ʙ 9・ ʙ ・ ʙ 9 ・ ・

33 ޢ ࢣ 0 8

医3 0  ࢣ 0

 �◌ྟ চ ・ 学  0  0 0 0  

 � ๏   業療 0  0 0 0  

ճ Մ◌ෳ˞ ・ 事者は 数 ・ が 能である 。

̐  ◌ऀ） ・ Ө  ͷ
ʮఔ ఔ ఔ έ◌া  　 報告さ れた事例で選・ さ れた事故の 度と ・ 療の 度を ・ す。 事故の 度では、 ʯなし が

 � ʮ ࢮ ʯ ʮՌ Մέ◌া  ଘ ੑ◌ํ選・ さ れた事例が も 多かっ た一 、 Ҽ 関・ は不明である が、 ・ や ・ の 能 が

ʯ ʮ ʯ ◌ް ߴ ఔ ೱある （ い） が選・ さ れた事例も 多く 報告さ れていた。 ・ 療の 度では、 な・ 療 が選・ さ

れた事例が多かっ た。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̓ ਤނ � ද ఔɹ ɹ ・ͷ ᶚ ʵ ̍ʵ ̔ɹ � ◌ྍਤ ද ఔ ・ͷ

ނ � ఔ ・ͷ
◌ྍ ఔ ݅◌ ・ ・ ・ͷ  ݅◌ ・

ࢮ  ◌ްೱ・3 な・ 療

Մέ◌াߴ   ଘ ੑ・ の 能 がある （ い） ඍܰ な・ 療  

Մέ◌া  ଘ ੑ・ の 能 がある （ ・ い）  � 療なし 3

Մέ◌া  ଘ ੑ・ の 能 なし  3 ʮ ʯ ༁
˞ 医療の・ 施あり を選・ し た28件の内 を・ す。

έ◌া  なし 7

不明  

߹ ܭ

̑ �◌ྫ ◌ྨ
） ・ͷ

࿈ ࿈ૹ ৴ ৴ େ◌ ผ　 報告さ れた事例を 機に関 し た事例と セン ト ラ ル χタ の受 に関 し た事例に し た。Ϟ

ᶚ ʵ ̍ʵ ̕ �◌ྫ ◌ྨਤ දɹ ɹ ・ͷ

�◌ྫ ◌ྨ
・ͷ  ݅◌ ・

࿈ૹ ৴ 機に関 し た事例 2

࿈৴セン ト ラ ル χタ の受 に関 し た事例Ϟ 20

߹ ܭ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ࿈◌ ◌ ◌ྫઢ� ৺ ◌ి ਤ ૹ ड ৴  ແ χλ ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ Ϟ ͷ˙
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�࿈◌ ◌ ◌ྫૹ ৴  （ ３ ） ʹ  

Ҏ ʮ ݯ ʯ࿈ Լૹ ৴ ◌ి　 機に関 し た事例2 件を のΑう に分類し た。 こ のう ・ 、 本報告書では、 入れ・ れ

ʮ ʯண ૹ ৴と 患者に装 する 機の ҧ い について分析する ʮ ʯ◌ి。 なお、 ・ ・ れ については、 医療安全

ʮ ʯૹ ৴ ◌ి情報/ o9 セン ト ラ ル χタ の 機の ・ ・ れϞ ఏ  （ 20年0月 ） ճେ◌ୖおΑ 報告書ͼ （ 207

 �年2月公表） の 発・ 類似事例の分析で取り 上げている ので、 参照し ていた・ き たい。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̌ �࿈◌ ◌ ◌ྫ ◌ྨਤ ද ૹ ৴  ɹ ʹ  ・ͷ

�◌ྫ ◌ྨ
・ͷ ද ηンτ χλϥ ϧ Ϟ ͷ  ݅◌ ・

ి◌ݯ 入れ・ れ

・ܗ 表・ なし

 7

◌ి ・ ・ れ  7

◌ి ・ 入れ・ れ  

 ◌ަ◌ి ・  ・ れ  

◌ྑ  ઢ ଓリ ード ・ 不

ண ૹ ৴患者に装 する 機の ҧ い ผ ・の患者のܗ を表・  

߹ ܭ

̍ ి◌ݯ ◌ೖ） Ε・ Ε

�ݯ ◌ి 入れ・ れの事例7件について分析し た。

ᶃ ݯ Ε ͨ◌ి ◌ೖ ໘Λ Ε・ ・

 � ݯ ཧ◌ి ໘　 事例に さ れた内容から 、 を 入れ・ れた場 を 整 し て・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̍ ݯ Ε ͨਤ ද ◌ి ◌ೖ ໘ɹ ɹ ɹ Λ Ε・ ・

ݯ Ε ͨ◌ి ◌ೖ ໘  ݅◌Λ Ε・ ・ ・

 �ૹ ৴ ண機を 装 し た・
 � 検ޙ  ࣨ から 2

� ઢータޙ  ブル9 Ө のϙ

 � ݯ ਗ਼ޙ  ১ ૹ ৴ ◌ి・ 更ҥ など の に 機の を ・ った2

χタ リ ン ά 開・ ・Ϟ

不明

߹ ܭ

 � �◌ྨ ◌ྫ
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ᶄ ݟ ൃ◌�ݟͨ͠ ܖൃ◌   ͷ ͱ
 � ݯ ཧ◌ి 　ܖ 事例に さ れた内容から 、 入れ・ れを 発見し た 機と 発見し た・ 期を 整 し て・ す。 患

者の 変・ にセン ト ラ ル χタϞ ૹ ৴・ 機を 確認し たこ と で発見し た事例が 件報告さ れており 、

ݯ Խ Մૹ ৴ ◌ి ঢ় ଶ ੑ機の 入れ・ れにΑり 患者の の変 に 付く のが・ れた 能 がある 。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̎ ݟ �ਤݟͨ͠ ද ◌ൃ ɹܖൃ◌   ͷ ͱ

ൃ◌ݟ ܖ  ͷ ◌݅ ൃ◌�ݟͨ͠ ・  

患者の 変・ にセン ト ラ ル χタϞ ・

ૹ ৴ 機を確認し た

2ޙ  � 分

2 � 分 ޙ 

・ޙ  ・  

7ޙ  � 分

セン ト ラ ルϞ ৺ ◌ి ਤ χタܗ を 見て ・

が表・ さ れていないこ と に 付いた
3

0分ޙ 

・ޙ  0分

・ޙ  ・  

 � �◌ྨ ◌ྫ
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ᶅ �◌ྫ ༰
・ͷ

ݯ հૹ ৴ ◌ి　 機の 入れ・ れの主な事例を ・ する 。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍ �◌ྫ ༰ਤ ද ３ ɹ ・ͷ
ނ � ༰

/ P ・ͷ ނ � ཁ
എ ܠ Ҽͷ վ ળ �

 �ૹ ৴  ண� � �Λ ・

 �ઢ ৺ ◌ి ਤ患者が9 検 に向かう ため、 χϞ

ࣨ �ૹ ৴ ૹ ৴タ の 機を 外し た。 に 機を 装

ணݯ ◌ిし たが、 を 入れ・ れ、 セント ラ ル Ϟ

χタܗ で・ が出ている か確認し ていなかっ

ޙ  ◌ਃ ૹ લた。 ・ の 、  定では し り の など に

セントܗ�  ラ ル χタ の・ を 度確認する こϞ

ଵと になっていたが、 確認を った。 ・  者

 � がセントܗ ラ ル χタ を 確認し た に・ がϞ

ૹݯ ৴ ◌ి出ていないこ と を 発見し た。 機の

· � աఔを 入れ・ れた·  経 し ていた。

ૹޙ ݯ ৴ ண ◌ి・  患者に 機を 装 し た 、

ࢥ  �Μ ͩを 入れたと い 。

લޙ  ன  લܜ・   定ではラ ・ ンド ・

ޙ  ◌ਃ ૹ લ・ し り の に、 セント ラ ル

χタ を 確認する こ と になっ ていϞ

る 。

ன ・ܜ   ・ く なっ てし · っ た を 取る

 � 、ܗ セント ラ ル χタ 上の・ をϞ

ଵ確認する のを っ た。

Թ・  検 やέ アに・ われてセント ラ ル

χタ を 確認する のを ・ れて いϞ

た。

ഋޢ ࢣ ଞ・  業務に手一 で、 の に、

ແܗ・ の有 を 確認し ても ら う Αう

པ
にґ し なかっ た。

ޙ  Կૹ ৴ ண・  患者に 機を 装 し た 、 度

 � ๚ి◌ݯ  か し た 、 が入っ ている

かど う か確認し なかっ た。

ཧޡ  ༏
ઌ ॱ・  χタ  の Ґ を っ た。Ϟ

・લޙ    定通り に、 ラ ・ ンド ・

னޙ   લ ◌ਃ ૹ લܜ ・ し り の に

セ ン ト ラ ル χタ を 確認すϞ

る 。

ݯ ૹޙ  ৴ ◌ి・  機の を 入れた 、 セ

ントܗ ラ ル χタ で・ を確認Ϟ

する 。

ࣗ ・ 分でセント ラ ル χタ の・Ϟ

ଞܗを 確認でき ない・ は、 の

ޢ ࢣ པ
 に確認を ґ する 。

 � ૹݯ ৴ ◌ి๚  ・  する 、 機の が

入っ て い る か ど う か確認す

る 。

 � ݯ ਗ਼ࡊ ޙ  ১ ૹ ৴  ◌ిɾ ҥ ʹ Λ・ ・ ・ͳ Ͳ ͷ ͷ

 � ਗ਼ࢹ ১ ੜ ૹ ৴患者の の 、 体 χタ の 機Ϟ

ݯ ి◌ޙ  ਗ਼ ১の をO' ' にし た。 0 分経ってか

らܗ 患者の・ が χタ リ ンά さ れていないϞ

こ と に 付き ૹݯ ৴ ◌ి、 機の を O/ にし た

と こ Ζ、 SpO2が であ っ たˋ 。ੜࢹ 体 

ૹݯ ৴ ◌ిχタ の 機の がϞ O' ' になっ ていた

ため、  変に 付く のが・ れた。

 �ਗ਼ ১ ໐・  の に χタ のアラ ームがϞ

ૹݯ ৴ ◌ిる ため、 機の をいっ たΜ

O' ' にし た。

ྃ◌ޙ 
ਗ਼ ১ ऴ・  、 セント ラ ル χタ のϞ

・ܗ を 確認・ ・ 、 O' ' にし たこ と

も ・ れていた。

ੜࢹ ૹ ৴・  体 χタ の 機の装Ϟ

ޙ �  ணޙ  や 開 は、 セント ラ ル

χタܗ で・ ・ 数・ が表・ さϞ

れている か確認する 。

・  Ϟ χタ のアラ ーム がPHSで・

Ѳ でき る Αう に  改善を 計

画し ている 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
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ᶆ �◌ྫ ཁഎ ɾܠ Ҽͷ

ཁ ཧഎ 　ܠ 事例の主な ・ Ҽ を 整 し て・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̐ ཁਤ ද ओ എ ɹܠ ɾ Ҽͳ
˓ ೝ ෆ ・

ʳண�・ʲ

ૹޙ  ৴ ண ・ܗ  機を 装 し た 、 セン ト ラ ル χタ 上の・ を確認し なかっ た。Ϟ

ʳ ޙਗ਼ ১ʲ ͳ Ͳ ͷ
 � ݯ ૹޙ  ৴ ◌ి ◌ୀ� � ૹ ৴・  患者のέ アの に 機の を・ り 、 ・ の 、 に 機の表・ を確認し ていなかっ た。

 � ݯ ਗ਼ྃ◌ޙ  ১ ૹ ৴ ◌ి ਗ਼ ১ ऴ໐・  の にアラ ーム が る ため 機の を いっ たΜ・ り 、 にセン ト ラ ル Ϟ χタ の・

をܗి◌ݯ 確認・ ・ 、 を・ っ たこ と も ・ れていた。

ʳ๚   ʲ ͳ Ͳ
৺ޙ  ◌ి ਤ ૹ ৴ ண・  χタ の 機を 装 し たϞ  � Կݯ ૹ ৴ ◌ి๚  、 度か し た 、 機の が入っ ている かど う か確認

し なかっ た。

ࢣ  Թ� ޢ・  受け・ ・  は検 ன લ ৺ ◌ి ਤ ・ܗ に χタ の・ を チΣッ ク する こ と になっ ている がϞ 、 ・ 施し

ていなかった。

˓ खॱप ෆ・ ・ͷ
ॱޢ ࢣ ண・  χタ リ ンά 開・ ・ の確認手 が に定 し ていなかっ た。Ϟ

・  医療機 マχϡ アルや ޢ ࢣ用Φン ラ イ ン 教育πールに、 Ϟ χタ 機 ◌ํ ๏使用 と Ϟ ॱχタ リ ン ά 手

 � ݱ がܝޢ ࢣ さ れていたが、 場の の認・ 度は・ く 、 χタ リ ン ά 開・ ・Ϟ த ॱ・ ・ 施 の確認手 の教

಄ޱ  ୡ ଘ育は主に での・ にґ し ていた。

˓ ͦଞͷ
 �  �ૹ ৴ த・  検 など で 機を 外し た 、 χタ 断の設定にし ていなかっ たためϞ ి◌ݯ ໐、 O' ' のアラ ーム が

ղݯ ղআ ◌ి আ ෮  り 、 ア ラ ーム を し た。 O' ' ア ラ ーム は、 いっ たΜ さ れる と し ないため Ҏ 、ి◌ޙ ݯ

O' ' に 付かなかった。

�  � ઢޙ ݯ ૹ ৴ ◌ి த ଓܧ・  9 Ө の に 機を 外し たこ と が、 ・ の の 入れ・ れと χタ リ ン ά の 断の につなϞ

がっ た。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ࿈◌ ◌ ◌ྫઢ� ৺ ◌ి ਤ ૹ ड ৴  ແ χλ ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ Ϟ ͷ˙
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ᶇ  ͔ ͞ �Ε ͨ◌ྍ  վ ળใ �ҩ Β

ཧ�　 医療機関から 報告さ れた主な改善 を 整 し て・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̑  ͔ ͞ �Ε ͨ◌ྍ  վਤ ද ળใ �ɹ ҩ Β

˓ ݯ Β ͍ૹ ৴  ◌ి Λ・ͷ ͳ
தݯ ૹ ৴ ◌ి・  患者のέ ア は 機の を ・ ら ない。

 �  � ૹ߹ݯ ৴ ◌ి த・  検 など の に 機を外す場 、 を ・ ら ・ に 断の機能を 活用する 。

˓ ૹ ৴   ೝͷ
ऴ ඞ ・  患者のέ アが わっ た・ には、 SpO2 ண ◌ৗ ແの数・ 、 プ ーブ装 のҟ の有ϩ 、ి◌ݯ ス イ ッ チを 確認

◌ୀ�し たう ・ で する 。

ૹݯ ৴ ◌ి๚   ・  、 機の が入っている かど う か確認する 。

˓ ೝηンτ χλ  ϥ ϧ Ϟ ͷ
ݯ ૹޙ  ৴ ◌ి・  機の を 入れた 、 セン ト ラ ル χタ で確認する 。Ϟ

ޙ �  ૹޙ  ৴ ண ・ܗ  機の装 や 開 はセン ト ラ ル χタ で・ ・ 数・ が表・ さ れている か確認する 。Ϟ

ཧ༝Կ・  ら かの でϞ  �த தχタ リ ン ά を 断し た は、 断し た者がセン ト ラ ルϞ  � ඞ χタ で 開を 確認す

る 。

ޢ ࢣ པଞܗ・  セン ト ラ ル χタ の・ を ・ 分で確認でき ない・ は、 の に確認をґ する 。Ϟ

˓ खॱप ・ͷ
・  χタ リ ン ά 開・ ・Ϟ Ӿ தߴ  ॱ ස ・ܝ ・ 施 の確認手 を、 医療者にΑる 覧 度が い医療安全マχ アルにϡ

 � ਤし たう ・ で周・ を る 。

ݯ �ૹ ৴ ◌ి・  機の 入れ・ れが院内で 見さ れる こ と を  み ʮ ૹ ৴ ண� ૹ ৴ ৺ ◌ి、 機装 に 機ディ ス プレ イ で

ਤ ・ SpO2 ʯ ௐݱ ◌ॏ తܗの・ ・ 数・ の表・ を確認する こ と をマχ アル内で し 、 場で 点 に教育する 。ϡ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ࿈◌ ◌ ◌ྫઢ� ৺ ◌ి ਤ ૹ ड ৴  ແ χλ ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ Ϟ ͷ˙
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̎ ҧ ͍ ◌ऀ ண� ૹ ৴   ） ʹ ・ Δ ͷ
ண ૹ ৴　 患者に装 する 機の ҧ いの事例件について分析し た。

ᶃ ◌ൃ ੜ ঢ়  ໘・ ͱ
 � ண ૹ ৴ ੜ ঢ়  ໘　 事例に さ れた内容から 、 患者に装 する 機の ҧ いが発 し た場 と を ・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̒ਤ ද ◌ൃ ੜ ঢ়  ໘ɹ ・ ͱ
◌ൃ ੜ ঢ়  ໘  ݅◌・ ・

χタ リ ン ά 開・ ・Ϟ 2

 �ਓ ૹ ৴ চ ◌ૢ・  同・ に2 分の 機を 準備し てセン ト ラ ル χタ の入 をϞ

ޙ  ૹ ৴ ૹ ৴ ணし た 、 患者9 に患者: の 機、 患者: に患者9 の 機を 装

し た。

 �ૹ ৴ ண機を 装 する ・ 2

 �◌ಁ ౩ ◌ಁ・  同 ͡病・ の患者9 と 患者: が同・ に 析・ ・ 出 し た 、 析・ で

ࢥ  � ૹޙ  ࣨ ৴ ૹ ৴患者: から 外し た 機を 患者9 の 機と い み、 に

ޡ  ணって装 し た。

 � ૹ ৴・  リ ハビ リ テーシ ョ ン ・ に行っ た に患者9 と 患者: の 機を 外

อ  し て同 ͡場所で し  �  �ண ૹ ৴、 装 する にど ・ ら の患者の 機か

・ணผޙ  でき ・ 、 装 も 確認し なかっ た。

ᶄ ݟ ൃ◌�ݟͨ͠ ܖൃ◌   ͷ ͱ
 � 　ܖ 事例に さ れた内容から 、  ҧ いを 発見し た 機と 発見し た・ 期を ・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̓ ݟ �ਤݟͨ͠ ද ◌ൃ ɹܖൃ◌   ͷ ͱ

ൃ◌ݟ ܖ  ͷ ൃ◌�ݟͨ͠  

 ◌ަૹ ৴ ◌ి機の ・ を  し たが、セント ラ ルϞ χタి◌ྔ◌ޙ  に表・ さ れた ・ ・ が変わら なかった。 日

患者9 のSpO2 Լ ໐・ でセン ト ラ ル χタ のアラ ーム が っ たためϞ SpO2 ணプ ーブを 装 しϩ

 �直し た 、 患者9 のSpO2  �ಈ கプ ーブを 外す に一 し てϩ 、 セン ト ラ ル χタ で患者Ϟ : の

SpO2プ ーブが外れたこ と が表・ さ れた。ϩ

不明

不明
ଳ次の 務

日ޙ 

 � �◌ྨ ◌ྫ
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ᶅ �◌ྫ ༰
・ͷ

հண ૹ ৴　 患者に装 する 機の ҧ いの主な事例を ・ する 。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̔ �◌ྫ ༰ਤ ද ɹ ・ͷ
ނ � ༰

/ P ・ͷ ނ � ཁ
എ ܠ Ҽͷ վ ળ �

։ � �χλ ンάϞ Ϧ

、Aは ޢ ࢣ 患者9 と 患者: を受け・ っ ていた。 患者

ज़ޙ  ৺ ◌ి ਤ9 は 日 ・ で ・ SpO2 ணχタࢦࣔ  装 の がϞ

ྷྫ◌ݴ  
出て いた。 患者: は、 を かいた と の発 があ

ԟ  �৺ ಈ ৺ ◌ి ਤり 、  に ・ があっ たこ と から 、 χϞ

ணタޢ ࢣ を 装 する こ と になっ た。 ઌޢ ࢣ  ഐ  Aと

 �চBは、 セン ト ラ ル χタ で入 の設定を するϞ 、 2

ਓ ૹ ৴分の 機と セント ラ ル χタ を ダブルチΣッ クϞ

ࢣ しޢ ޙ  た。 ・ の   、 ޡ  ૹ ৴Aは、 っ て の 機を 患

者のベッ ド αイ ド ・ ・ っ て いき 、 患者9 と 患者: に

ૹޢ  ৴ ண対し 、 ・ れ・ れ の 機を 装 し た。 ・  の 

Cが ҧࢣ いを 発見し た。

ૹ ৴・  同・ に患者2名分の 機

を 用意し 、 セント ラ ル χϞ

 �ଆ চ ◌ૢタ の入 を し た。

ࢯ  �ૹ ৴・  機に患者 名は し

ていないため、 ベッ ド αイ

ࢯ ߹ド での患者 名の照 はで

き なかっ た。

চ・  セント ラ ル χタ での入Ϟ

 �◌ૢ ૹ ৴ ணから 機の装 · で

 �の 業を 、患者・ つ行う 。

 � Δ �ૹ ৴  ண�Λ ・

 �ே◌ ◌ಁ ൖ ૹの同・ に同 ͡病・ から 析・ に する 患者が

ޢ ࢣ ॹ2名いた。  は ルύ ーと 一 に、ϔ 患者9 を ベッ

◌ಁ ൖ ૹ ස  ド で 析・ · で し た。 患者9 は発・ があり

ૹ ৴ ண ౩ ◌ಁであっ たため、 機を 装 し た· · 出 し た。

౸ޢ ࢣ�  ண析・ に し た   、 は患者 ૹ ৴9 の 機を 外

ಁ◌ޢ ࢣ ◌ਃし 、 ・ 分の έ ッ ト ・ 入れた。 析・  に しϙ

ૹޢ ࢣ ऴ� ଞ  ൖり を る と 、 患者: が と ルύ ーにϔ

ૹޱ  ◌ಁ ౸ ணさ れ、 析・ 入り に し ていた。 患者: はバ

ஶ ౩ લイ タ ルαイ ンに 変がなかっ たため出 に χタϞ

༧
ணを 外す 定であっ たが、 外し ・ れて装 し た· · で

◌ಁ ൖ ૹあっ た。 患者: を 析・ のベッ ド · で し 、 移・

લ ૹ ৴ ૹ ৴する 直 に 機を外し た。 外し た 機は、 患者

ஔ ◌ಁ: のベッ ド 上に いた。 患者: を 析ベッ ド ・ 移・

 � するޢ ࢣ に、  の έ ッ ト に入れていた患者ϙ 9 の

 མޢ ࢣ� 
ૹ ৴ 機が患者: のベッ ド に た。 ・ の   、

ૹ ৴ ૹ ৴は、 患者9 の 機ではなく 患者: の 機を 、 患

ૹࢥ ৴者9 の 機と っ て・ 分の έ ッ ト ・ 入れたϙ 。  

ޢ ࢣ ౩ ൪は病 ・ ・ り 、 セント ラ ル χタ のチャ ωルϞ

ૹ ৴ ൪号と 機のチャ ωル 号を 確認し ない· · 、 ・ れ

ͧ ૹれの患者のベッ ド αイ ド のΦーバーテーブル・

৴ ஔ ◌ਃ ૹ機を き 、 日 者・ し り を し た。 患者9 と 患

ࣨ ◌ಁ者: が 析から し ૹ ৴ ண、 ・ れ・ れ 機を 装 し て

 � ཌޢ ࢣ
ே◌ ଞ  ◌ํχタ リ ンά を 開し た。 、 が、 一Ϟ

 ◌ަૹ ৴ ◌ిの患者の 機の ・ を  し たが、 セント ラ ルϞ

◌ྔ
◌ి ৹χタ で ・ ・ の表・ が変わら なかっ たため不 に

ࢥ ૹ ৴ ସผい、 確認する と 、 同・ の 患者の 機と 入れ

わっ ている こ と が・ 明し た。

 � ◌ಁ・  同・ に同・ から 析・ ・

౩出 する 患者が2名いた。

 ◌ಁ ౩ ◌ਃ ૹ・ 析・ ・ 出 し て し り

�ऴޙ  ౩を た 、 病 に・ っ た

 � ૹ、 セント ラ ル χタ とϞ

৴ ൪機のチャ ωル 号を 確認

し なかっ た。

ஶ・  バイ タ ルαイ ンに 変がな

౩ ૹ ৴い患者は、 病 で 機を

౩外し てから 出 する 。

 �  �ૹ ৴ ண・  機を 装 する に

ૹは、 セント ラ ル χタ とϞ

৴ ൪ க機のチャ ωル 号が一

し ている か確認する 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
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ᶆ �◌ྫ ཁഎ ɾܠ Ҽͷ

ཁ ཧഎ 　ܠ 事例の主な ・ Ҽ を 整 し て・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̕ ཁਤ ද ओ എ ɹܠ ɾ Ҽͳ
ѻ ͬͨ◌ෳ ૹ ৴  ಉ� औ̋ ・ Λ ʹ Γͷ

 �ૹ ৴ চ ◌ૢ・  同・ に患者2名分の 機を 用意し 、 入 をし た。

ૹޙ  ৴ อ  ・  リ ハビ リ テーショ ン ・ で患者から 機を 外し た の ◌ෳ ૹ ৴◌ํ ๏  ܾ◌の取り めがなく 、 数の 機を

ஔ同 ͡場所に いていた。

・ޢ ࢣ   は ಁ◌ޙ  ૹ ৴、 析・ で患者9 の 機を 外し て・ 分の έ ッ ト に入れたϙ 、 患者: の移・ ・ に患者9 の

ҧ ͑མૹ ৴ ૹ ৴ ౩機を ベッ ド に と し 、 患者9 と 患者: の 機を取り て病 に・ ・  っ た。

߸ ߹◌� ◌� ◌� ◌�ૹ ৴  ൪ র̋ ηンτ χλ ν ω Λϥ ϧ Ϟ ϟ ϧͱ ͷ ͳ
 � ߹ૹ ৴ ౩ ൪・  2・ の 機を病 に・ ・  った 、 セント ラ ル χタ のチャ ωル 号と 照 し なかった。Ϟ

߹◌� ◌� ◌� ◌� ◌�ૹ ৴   ◌ऀ র̋ ͱ ͷ Ͱ ͳ
ࢯ  � ࢯ ߹ૹ ৴・  機に患者 名は し ていないため、 ベッ ド αイ ド での患者 名の照 はでき なかった。

ૹ ৴ ෦ ൪ ష・  機に ・ 号のシールを 付し ていなかった。

ᶇ  ͔ ͞ �Ε ͨ◌ྍ  վ ળใ �ҩ Β

ཧ�　 医療機関から 報告さ れた主な改善 を 整 し て・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̎̌  ͔ ͞ �Ε ͨ◌ྍ  վਤ ද ળใ �ɹ ҩ Β

̋ ̍  � ◌ऀ�  ͱ ͷ
 �  �চ ◌ૢ ૹ ৴ ண・  セン ト ラ ル χタ の入 から 機の装 · での 業を 患者・ と に行う 。Ϟ

߸ ߹൪ র̋ ν ωϟ ϧ ͷ
 �  �ૹ ৴ ண ૹ ৴ ൪ க・  機を 装 する には、セント ラ ル χタ と 機のチャ ωル 号が一 し ている か確認する 。Ϟ

ૹࢯ ৴   ◌ऀ ද  ◌໊̋ ・ ͷ ͷ
ஈ֊ࢯ ૹ ৴・  患者の受け入れを準備する で、 機に患者 名を表 する 運用と し た。

̋ ͦଞͷ
౩ ૹ ৴ ౩ ◌ෳ・  病 で 機を 外し てから リ ハビ リ テーショ ン・ など に出 する 。（ 数報告あり ）

 � �◌ྨ ◌ྫ
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�࿈◌ ◌ ◌ྫड ৴（ ・ ） ηンτ χλ ʹ  ϥ ϧ Ϟ ͷ
࿈৴　 セン ト ラ ル χタ の受 に関 し た事例Ϟ Ҏ Լ20件を のΑう に分類し た。 本報告書では、 こ のう ・

ʮ ʯ հ◌ొ ଞチャ ωル ・ ・ れ について分析し 、 ・ の の主な事例を ・ する 。

　

ᶚ ʵ ̍ʵ ̎̍ �࿈◌ ◌ ◌ྫ ◌ྨਤ ද ड ৴ɹ ηンτ χλ ʹ  ・ϥ ϧ Ϟ ͷ ͷ

�◌ྫ ◌ྨ◌ൃ ੜ ໘・ ・ͷ ද ηンτ χλϥ ϧ Ϟ ͷ  ݅◌ ・

 ��চ ◌ૢ入

◌ొ チャܗ ωル ・ ・ れ ・ 表・ なし  7

◌ొ ・  ҧ い ผ ・の患者のܗ を表・  

ࢯ ະ患者ྗ◌ࢯ 名 入 患者 名の表・ なし  

தχタޙ  リ ン ά 断Ϟ  �開・ れ

・ܗ 表・ なし

 3

தχタ リ ンάϞ
ޡ �  ◌ୀ চ ◌ૢった 3 

◌ྑ  ৴受 不

ͦ ଞଞ ౩ ◌ి ৴ ଞ ౩ のܗ 病 の ・ を受 病 の患者の・ を 表・  

߹ ܭ

̍ ◌ొ） ν ω ・ ・ Εϟ ϧ

◌ొ　 チャ ωル ・ ・ れの事例7件について分析し た。

ᶃ Ε ͨ◌ొ ໘・ Λ・ ・

ొ◌ޙ � ࣨ ज़ ౩໘　 チャ ωル ・ を ・ れた場 を ・ す。 手 の病 が件と 多かっ た。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̎̎ Ε ͨਤ ද ◌ొ ໘ɹ ・ Λ・ ・

Ε ͨ◌ొ ໘  ݅◌・ Λ・ ・ ・

ज़ޙ � ࣨ ౩手 の病

  入院・ 2

స ౩ �

߹ ܭ

 � �◌ྨ ◌ྫ
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ᶄ ݟ ൃ◌�ݟͨ͠ ܖൃ◌   ͷ ͱ
 � 　ܖ 事例に さ れた内容から 、 発見の 機と 発見し た・ 期を ・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̎ ݟ �ਤݟͨ͠ ද ◌ൃ ３ܖൃ◌  ɹ  ͷ ͱ

ൃ◌ݟ ܖ  ͷ ൃ◌�ݟͨ͠  

患者の 変・ にセント ラ ルϞ 0 � χタޙ  を確認し た。 ・  

ࢣ 医ܗ がセン ト ラ ル χタ に・ が表・ さ れていないこ と に 付いた。Ϟ ޙ  �

ཌޢ ࢣ
日の日  が 、 ベッ ド αイ ド χタ でϞ SpO2が90 と 表・ さ れている のにナース

࿈ ಈコ ールにアラ ームが し ていないこ と に 付いた。
日ޙ 

ࢣ ޢ ࢯ ୲ がセント ܗ ラ ル χタ に ・ 患者の 名と ・ の表・ がないこ と に 付いた。Ϟ 2日ޙ 

ऴχタྃ◌ࢦࣔ  リ ン ά の があ りϞ ࢣ  � ޢ �  ◌ୀ চ ◌ૢ、  が を し Αう と し た 、 セン ト ラ ルϞ

ࢯ χタܗ に患者 名と ・ が表・ さ れていないこ と に 付いた。
不明

不明
・ޙ  ・  

不明

 � �◌ྨ ◌ྫ
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ᶅ �◌ྫ ༰
・ͷ

հ　 主な事例を ・ する 。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̎̐ �◌ྫ ༰ਤ ද ɹ ・ͷ
ނ � ༰

/ P ・ͷ ނ � ཁ
എ ܠ Ҽͷ վ ળ �

खज़ޙ � ࣨ ප ౩ͷ

ࣨ ज़ ౩同日、 手 を 受ける 2名の患者に、 病

ޙ  ৺ ◌ి ਤ、 と SpO2 のࢦࣔ  χタ リ ン ά の がϞ

ज़あޢ ࢣ っ た。 手 ・ 日、  は 2名の患者に・

 �ૹ ৴れ・ れ 機を 準備し た。 ・ の 、 名分は

ૹࢯ ৴ ൪機のチャ ωル 号と 患者 名を セント ラ

◌ొル χタ に ・ し たがϞ ◌ొ、 ・ り 名分の ・ を

3 ա ͗� ࣨ ・ れて いた。 2 に患者が し ૹ、

ݯ ৴ޙ  ண ◌ి機を 装 し て を入れた にベッ ド αイ

ド χタ に表・ さ れた のを 確認し たϞ 。 し か

◌ొし 、 チャ ωル ・ を し ていなかったため、 セ

৺ ◌ి ਤ ントܗ ラ ル χタ には ・ が表・ さ れてϞ

ޙ ࢣ ज़いなかっޢ  た。 2 日・ の受け・ ・  が

 �セント ラ ル χタ の設定を 確認し た に患者Ϟ

ࢯ ࣨ � ज़ޙ  ৺ ◌ి ਤ 名がなくܗ 、 から ・ の表

ࣔと  ・ ができ て いな かっ たこ と が・ 明し

た。 ・ の・ 点から 、 セント ラ ル χタ にチャϞ

൪ࢯ ◌ొωル 号と 患者 名を ・ し て ・ を 開・ し

た。

ૹޙ  ৴ ண・  機を 装 、 す・ にセント ラ

ルܗొ◌ χタ で・ を 確認・ ・ 、 ・Ϟ

೦を ・ し てし · っ た。

ࢣ ޢ ࢣ ・ޢ   受け・ ・  と リ ーダー 

の2名で、 セン ト ラ ル χタ のアϞ

࿈
ラ ーム設定の確認を 日行っ てい

、たがࢯ セント ラ ル χタ に患者Ϟ

名がないため、 確認対象から 外れ

ていた。

ස・  ・  患者から のナース コ ールで

ճ ๚  に し ていたため、 患者に装

ண ૹ ৴さ れている 機の χタ 表・Ϟ

৺ ◌ి ਤ でܗ ・ を 確認し ていた。

・  セント ラ ル χタ にチャ ωϞ

൪ࢯ ◌ొル 号と 患者 名を ・ し

চ ૹ ৴てから 病 に 機を・ っ

て行く 。

・ज़ޙ  ࣨ  患者が に し たら 、

ࢯ ߹ ૹ ৴患者 名を照 し て 機

ணを 装 する 。

ૹޙ  ৴ ண・  患者に 機を 装 、 セ

ントܗ ラ ル χタ の・ を 確Ϟ

 �認する こ と を ス タ ッ フに

周・ する 。

Ӄ �  ◌ೖ

৺ ◌ి ਤ ૹ ৴  入院し た患者に χタ の 機をϞ

ࢠ ࿈ޙ 
ண ◌ి 装ܞ し 、 カルテ・ さ ・ た。 ・ の 、

ス タ ッ フ ス テーショ ン内のセント ラ ル χタϞ

ࢹ  �চ ◌ૢで を する ために入 を 行う と こ Ζ、

 � ૢ◌ࢠ ೦ ◌ిこ の を・ し た。 カルテに χタ  Ϟ

 �・ は取り · れる が、 ス タ ッ フ ス テーショ ン

৺ ◌ి ਤ ◌ৗܗ内では ・ を 見る こ と ができ ・ 、 ҟ

� Ի ঢ়  ໐のアラ ーム も ら ない と なっ た。 装

 0� ணޙ  ・  、 ・ は患者のޢ ࢣ  やバイ

タ ルαイ ン・ 意識レ ベルなど の確認を 行っ た

、がܗ セント ラ ル χタ に・ が表・ さ れていϞ

ないこ と には 付かなかっ た。 · た、 ・ 日の

ཌ
ଞ の 務者も 、  付く こ と はなかっ た。 日

ޢ ࢣ Խ◌ૣ ே◌ ๚  、  が患者を し 、 変 がないこ

ޙ  ๚  と を 確認し た。 ・ の ・  に し ৺ ഏ、

ఀ◌ࢭ ঢ় ଶ である と こ Ζを 発見し た。 院内  

ཁ
◌ો ੜ ॲ ஔ த�コ ールを ・ し 、 を 行い、 集 療

 
ࣨ

◌ ・ 入・ と なっ た。

Ҏ લ চ・  に、 セント ラ ル χタ の入Ϟ

 �◌ૢ ઌ ૹ ৴を に行い 機の設定を  

ҧ ͑たこ と にΑり 、 ҧ う 患者のカ

 �Μ ͩ ৺ݧ ◌ి ਤルテ・ を 取り 経 か

ૹ ৴ ண�ら 、 院内では 機装 に患者

のリ ス ト バンド のバーコ ード を 使

ొ◌ޙ �  চ ◌ૢ用し てカルテに ・ 、 入

を 行う こ と と なっ ていた。

ࢣ ޢ ࢠ ࿈ޙ 
◌ి ・ܞ   は、 カルテ・ の

 � ཁ
চ ◌ૢ ඞに入 が なこ と は・ っ て

ࢠ ࿈ޙ 
◌ి 、いたがܞ カルテ・ の 、

 �চ ◌ૢผ の業務についたため、 入

೦を ・ し た。

ૹޢ ࢣ ৴ ண・  患者に 機を 装 し た  

ૹ ৴ ணは、 こ れ· で 機装 と カルテ

࿈ޙ 
のܞ にリ ーダーがセント ラ ル

 �চ ◌ૢχタ ・ の入 を行っ てく れϞ

ݧ  �ճ চた経 があっ たため、 も 入

 � ૢ◌ࢥ を し てく れる ・ Ζう と っ て

いた。

ணத・  χタ 装 の患者の  アラ ーϞ

Ҏ ・ムܗ 外の・ 確認について、 明

確なルールがなかっ た。

৺ ◌ి ਤ ண� ॱ・  χタ 装 の手Ϟ

について、 院内で見直し を

 �ॱ行い、 明確な手 を る 。

ண�  ܾ◌・  χタ 装 の・ ・ 者をϞ

める 。

ཧ
ணத・  χタ 装 の患者の Ϟ

৺ ◌ి ਤ◌ํ ๏ ）ܗ ・ の確認、

 �カ ルテ  な ど ） を 見直

し 、 院内・ 周・ する 。

৬・  本事例を 全 員参加の院内

研修会で報告し 、 χタ 装Ϟ

ண� ॱ ணの手 、 ・ ・ 者、 装

 �ཧ
த の について 周・ す

る 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
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ᶆ �◌ྫ ཁഎ ɾܠ Ҽͷ

ཁ ཧഎ 　ܠ 事例の主な ・ Ҽ を 整 し て・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̎̑ �◌ྫ ཁਤ ද എ ɹܠ ɾ Ҽͷ
୲ດᐆ̋  ・ ・ͳ

ૹ ৴ ண・  患者に 機を 装 し た ޢ ࢣ ࿈ૹޙ  ৴ ண 、はܞ こ れ· で 機装 と カルテ の にリ ーダー ޢ ࢣがセン

ト ラ ルϞ  � ݧ  �  �ճচ ◌ૢ চ ◌ૢχタ の入 を 行っ てく れた経 があっ たため、 も 入 を し てく れる ・ Ζう と

っࢥ ていた。

৺ ◌ి ਤ・  Ϟ ૹ ৴χタ の 機やベッ ド αイ ド Ϟ  �  �◌ૢχタ を 準備する 、 ど の · で行っ ておく かと いう ルー

ルがなかった。

・ޢ ࢣ   は  �  � �ৗ◌ޢ ࢣ চ ◌ૢ、 通 分が準備する は準備・ に入 · で行う ため、 リ ーダー も ・ のΑう に

ࢥ  �し ている であΖう と い Μでいた。

ೝ ෆ̋  ・

・ޢ ࢣ   は ૹޙ  ৴ ண ૹ ৴ܗ、 患者に 機を 装 し た 、 セン ト ラ ル χタ に・ が さ れている か確認し なかっϞ

た。

ૹޙ  ৴ ண ◌ొ ೦ܗ・  患者に 機を 装 、 す・ にセント ラ ル χタ で・ を確認・ ・ 、 ・ を ・ し てし · っ た。Ϟ

ஔ ৺ ◌ి ਤ・  ベッ ド αイ ド に いてあ る Ϟ ి◌ݯ χタܗ の は入っ ており ・ も 確認でき ていたこ と から 、 セン

ト ラ ルϞ ࢥ  �໘χタ の画 にも ・ ө さ れている と い み、 セン ト ラ ル Ϟ ঢ়  ໘χタ 画 の設定 を 確認し て

いなかっ た。

தஅ̋  ・ ͷ
ࢠ ࿈ૹޙ  ৴ ண� ◌ి ・ܞ  院内では、 機装 に患者のリ ス ト バン ド のバーコ ード を 使用し て カ ルテと し た 、

 �চ ◌ૢ入 を 行う こ と と なっ ていた。 ࢣ  ࢠ ޢ �  ࿈ޙ  ཁ◌ి চ ◌ૢ ඞܞは カ ルテ・ の に入 が なこ と は・ っ

ࢠ ి◌࿈ޙ �  চ ◌ૢ ೦ผܞていたが、 カルテ・ の 、 業務についたため、 入 を・ し た。

ଟ̋ ・

ൟ・  ・  が・ · る ・  であり 、 業務が ・ であった。

̋ ͦଞͷ
 � ૹࢯ ৴ ૹ ৴ ൪ ◌ొ・  2名分の 機を 準備し た 、 名分は 機のチャ ωル 号と 患者 名を セン ト ラ ル χタ に ・Ϟ

◌ొし たが、 ・ り 名分の ・ を ・ れていた。

ࢦࣔ   � ߹౩・  病 で χタ リ ン ά の が出ている 患者と ・ にセン ト ラ ル χタ に表・ さ れている 患者を 照Ϟ Ϟ

する 体制が取れていなかっ た。

 ◌ྟ ◌ྟ ◌ྟচ आ ૹ ৴ চ・ ・ 学・ Αり で 用し た 機は、 ・ 学 �にΑる セン ト ラ ル Ϟ χタ のチャ ωル設定が

ཁ ࿈བྷඞ である こ と を・ ら ・ 、 し ていなかった。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ࿈◌ ◌ ◌ྫઢ� ৺ ◌ి ਤ ૹ ड ৴  ແ χλ ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ Ϟ ͷ˙
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ᶇ  ͔ ͞ �Ε ͨ◌ྍ  վ ળใ �ҩ Β

�　 医療機関から 報告さ れた主な改善 を ・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̎̒  ͔ ͞ �Ε ͨ◌ྍ  վਤ ද ળใ �ɹ ҩ Β

खॱ ९ क̋ ͷ
ૹޙ  ৴ ண ・ܗ  患者に 機を 装 し た 、 セント ラ ル χタ の・ を確認する 。Ϟ ◌ෳ（ 数報告あり ）

・  セン ト ラ ルϞ ൪ࢯ ◌ొ চ ૹ ৴ ज़χタ にチャ ωル 号と 患者 名を ・ し てから 病 に 機を ・ っ て行き 、 患者が

ޙ ࢯ ࣨ ߹ ணに し たら 患者 名を 照 し て装 する 。

・ज़ޙ �  ࣨ  患者が に し た 、ి◌ݯ ベッ ド αイ ド の χタ の を 確認する と と も にϞ 、 ス タ ッ フ ス テーショ

ඞ ン内のセント ラ ル χタ にも 表・ さ れている か 確認する 。Ϟ

खॱ̋ݟ ɾ ʔ ・ ・ϧ ϧ ͷ
 �৺ ◌ి ਤ ண� ॱ ॱ・  χタ 装 の手 について院内で見直し を行い、 明確な手 を る 。Ϟ

ૹޙ  ৴ ண・  患者に 機を 装 し た 、 セン ト ラ ルϞ ૹ ৴χタ に さ れている かど う か確認する こ と を マχϡ ア

 �ॱル・ 手 に する 。

෦ޢ  ண�  ܾ◌・   全体で χタ 装 のルールを める 。Ϟ

ண�  ܾ◌・  χタ 装 の・ ・ 者を める 。Ϟ

प̋ ・ ɾ  ҭ

৬ ண� ॱ・  本事例を 全 員参加の院内研修会で報告し 、 χタ 装 の手Ϟ
ཧணத、 ・ ・ 者、 装 の について

 �周・ する 。

・  セン ト ラ ルϞ χタ での  ޢཧ ཁ ཧ ղඞ ੑの を する Αう 、 ・ࢣ  会 と リ ス ク マωーδャ ー会 で周

・ する 。

̋ ͦଞͷ
・  Ϟ ணࢦࣔ  ౩ �χタ 装 が出ている 患者を 病 と に一覧で  �ཧ

し て、 ・ にϞ χタ リ ン ά でき ている かど

ଳࡖ  ஙう かを  務 で確認する 体制を する 。

 ◌ྟ ◌ྟ চ आ ૹ ৴・ ・ 学・ Αり で 用し た 機を セン ト ラ ルϞ
◌ྟ চχタ に・ ө さ ・ る ためには、 ・ 学 �に

ཁ ࿈བྷඞ લ ௐ ◌ିΑる チャ ωル設定が であ る ため、 事 に し 整する 。 し 出さ れる ベッ ド αイ ド χタ 本Ϟ

◌ྟ ࿈བྷ ཁচ ඞ体に ・ 学・ ・ が なこ と を 表・ し 、 注意喚起する 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ࿈◌ ◌ ◌ྫઢ� ৺ ◌ి ਤ ૹ ड ৴  ແ χλ ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ Ϟ ͷ˙
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̎ �◌ྫଞ） ・ ͷ ͷ

࿈ հ৴ ଞ　 セン ト ラ ル χタ の受 に関 し た・ の の主な事例を ・ する 。Ϟ

ᶚ ʵ ̍ʵ ̎̓ɹ ͦ �◌ྫਤ ද ଞɹ ͷ ͷ
ނ � ༰

/ P ・ͷ ނ � ཁ
എ ܠ Ҽͷ վ ળ �

ҧ ͍◌ొ ・  

患 者9 と 表 ・ さ れ た セ ン ト ラ ル χ タ がϞ SpO2 

9 でアˋ ໐ ๚  ラ ーム が っ て いたため し たと こ

ૹ ৴Ζ、 機にはSpO2 97ˋ  �と 表・ さ れていた。

度セン ト ラ ル χタ を 確認する とϞ SpO2 9 の·ˋ

ૹ ৴ ൪· であっ た。 患者9 が付けている 機の 号を

൪確認する と 、 セン ト ラ ル χタ の 号と はҟ なっϞ

౩ �ていた。 病 内を ・ し 、 患者: のSpO 2 Լ・ でア

ૹ ৴໐ラ ーム が っ たこ と が・ 明し た。 患者9 の 機

ଆ のSpO2と セン ト ラ ル χタ のϞ SpO2 ᴥの表・ に

ᴪ をࢯ 発見し たため、 セント ラ ル χタ の患者 名Ϟ

のొ◌ޡ  ・ を  い ଞ、 の患者についても 確認し たと

ૹ・   務開・ ・ にベッ ド αイ ド で

 �৴ ಈ機の 確認はし ていたが、

લセント ラ ル χタ に患者の名Ϟ

が表・ さ れている こ と を 確認し

ていなかっ た。

・  セント ラ ル χタ のアラ ーム設Ϟ

ଵ定の確認を っ ていた。

 ◌ୀ લ・ 院し たは・ の患者の名 がセ

ント ラ ル χタ に表・ さ れていϞ

る こ と に 付かなかっ た。

・   務開・ ・ には χタ を 装Ϟ

ண લし ている 患者の名 、 設

ૹ ৴定、 機と セント ラ ルϞ

கχタ の表・ が一 し ている

か確認する 。

こ Ζ、 セン ト ラ ル χϞ ࢯ ◌ొ ਓタ の患者 名の ・ が3 分 ◌ୀҧ っ ている こ と が・ 明し た。 患者; は・ 日に 院し ていたが、

ૹ ৴ લ ◌ొ患者9 の 機が患者; の名 でセント ラ ル χタ に ・ さ れていたϞ ૹ ৴ લ。 患者: の 機は患者9 の名 でセント ラ ルϞ

◌ొ ◌ୀ த ૹ ৴χタ に ・ さ れていた。 患者; は 院し ており 、 入院 に患者; の 機の情報がセント ラ ル χタ にど のΑう に表Ϟ

ࣔさ れていたかは不明である 。

 �։ ・ Ε

ࢠ  �◌ं ಈ ૹ患者が Ҝ でト イ レ に移 する 、 χタ のϞ

 �৴ 機を 外し た。 ・ の 、 ナース ス テーショ ンにあ

໐る セン ト ラ ル χタ のアラ ームが る ためϞ த、 断

ޙ  ૹ ৴設定と し た。 患者が病・ に・ っ た 、 機を 装

ղண த আし たが、 セント ラ ル χタ の 断設定を しϞ

ޙ   ަ◌なかっ た。 ・ の 、  務 ・ ・ にも セント ラ ルϞ

தχタ が 断設定と なっ ている こ と に 付か・ に・

 �の· · と なっ ており 、 患者が 変し た に発見が

・ れた。

・ޢ ࢣࢣ  医   、 はセント ラ ル χϞ

தタ を 確認し ておら ・ 、 断設定

に 付かなかっ た。

ա த・  一定・  が経 する と 断

ղ আが さ れる 機能を 使用す

る 。

・ޢ ࢣ  リ ーダー が 務開・ ・ にセント ラ ル χタ を 確認する 。Ϟ

・    ◌ަ務 ・ ・ に、 受け・ ・ ࢣ  ・同ޢ ࢣ や、 ・ 直医 と   ଳ務

のリޢ ࢣ ーダー で、 セント ラ ル χタ を確認する 。Ϟ

ଞ ප ౩ ◌ి ड ৴・ Λͷ

3

౩ݯ ૹ ৴ ◌ిA病 で使用し ていた 機の を ・ っ たが、

৺ ◌ి ਤ セントܗ ラ ル χタ に ・ が表・ さ れたϞ 。 確

౩ ౩ ਓผ認し たと こ Ζ、 のB病 で使用し ている 多

数用 χタ がϞ 、 ҟ なる 病院I% の同一チャ ωルを 使

౩用し ており 、 A病 の χタ に表・ さ れていたこϞ

౩と がわかっ た。 A病 の χタ には病院Ϟ I% を 設定

৴し ておら ・ 、 す・ ての病院I% のチャ ωルを 受 す

౩る 設定になっ て いた。 B病 の χタ には病院Ϟ I%

৴を 設定し ており 、 ҟ なる 病院I% のチャ ωルは受

し ない設定になっ ていた。

ૹ ৴・  院内で使用でき る 機のチャ

ωルがރ   し つつあっ た。

・  チャ ωルが足り なく なっ てき た

ޙ  ౩ため、 から 設定し たB病 の

χタ には病院I% を設定し 、Ϟ す

ଞでに の χタ で使用し ているϞ

チャ ωルを  り ・ てた（ ҟ なる

߹病院I% の場 は、 同 ͡チャ ωル

৴でも 受 し ない）。

ஔ ౩・  も と から 設 し ていたA病 の

χタ は病院I% を 設定し ておらϞ

ͣ ߹◌� ৴、 チャ ωルが ば受 でき

ঢ় ଶる になっ ていた。

དྷ
౩・  本 、 A病 の χタ も 病院Ϟ I%

を 設定し なければなら なかっ た

が、 ・ の· · 使用し ていた。

౩ ਓ・  B病 の多 数用 χタ のϞ

チャ ωルを、 病院I% に関・

ଞ ౩なく 、 の病 で使用し て

いないチャ ωルに設定し 直

し た。

・ޙ �   は次の3点を検討する 。

）  ベッ ド αイ ド χタ をϞ

Խઢແ し て使用し て い

౩る 病 （ HCUやM' ICU

な ど ） では、 LA/ にΑ

Խઢり 有 し 、 使用し て

ઢແいるݮ チャ ωルを

ら す。

2）  ౩ 病 の χタ 数を 見Ϟ

直す。

3）  す・ ての χタ の病院Ϟ

ཧ
I%  チャ ωルを 整ͼ

 �し て 設定し 、 わかり

やすく する 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ࿈◌ ◌ ◌ྫઢ� ৺ ◌ి ਤ ૹ ड ৴  ແ χλ ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ Ϟ ͷ˙
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࿈◌ ◌ ૹ ৴  （ ・ ） ・ ηンτ χλʹ  ・ ҙ   ϥ ϧ Ϟ

߹ ಠࡖ  ૯　（ ） 医薬品医療機 機 は ʮగ ൛、 2020年 月にPM% A医療安全情報/ o 29改 セン ト ラ ルϞ

χタ 、 ベッ ド αイ ド Ϟ ʯχタ 等の取ѻ い・ の注意について ） த ૹ ৴を 発出し ている 。 ・ の には、 機の

ݯ ʮ ి◌ݯ ਗ਼ ১ ૹ ৴ ◌ి取ѻ い・ の注意点（ の入れ・ れ） と し て、 など のέ ア のために、 機等の をO' ' に

ݯ ʯ߹ ඞ ◌ి しܗ た場 、 をO/ にし 、 セン ト ラ ル χタ 等にて・ 等を 確認する こ と と ・ さ れているϞ 。

· た、 χタ 設定に関する 注意点と し てϞ ʮ ૹ ৴ ண、 機が装 さ れた患者と セン ト ラ ル χタ に設定さ れϞ

ʯ Մਖ਼ ◌ෳ ૹ ৴ ੑた患者情報が し いかを 確認する こ と が げら れており 、 数の 機を 取り ѻ う 能 がある た

ཁॱ ◌ॏめ、 患者・ と に設定する など セン ト ラ ル χタ の設定手 を 確立する こ と も と し ている 。Ϟ

ʪ �ʫ ࢄ

◌ྍ◌ վશ గ ൛ใ /1. % " ҩ ・ P9

ʮ ѻ ͍� ʹ ͍ͭͯʯऔηンτ χλɺ ουαΠυ χλ・ ・ ҙϕϥ ϧ Ϟ Ϟ ͷ ͷ ෦ ൈ◌ ਮ（ Ұ ）

 � �◌ྨ ◌ྫ
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（ ・ ） · Ίͱ
࿈ઢ� ৺ ◌ి ਤ ૹ ৴ແ　 本報告書では、 χタ の 受 機に関 し た事例についてϞ ճେ◌ୖ 38、 報告書の集計期

の ޙ  Ҏ ཁ ߱◌20 年7月 に報告さ れた 事例を 分析し た。 事例の では
࿈ੜ、 発 場所、 関 診療科、 ・

ݧ ཧ ࿈৬ छ ৬ छ ૹ ৴事者 と 経 年数、 患者・ のӨ  を 整 し た。 さ ら に、 機に関 し た事例と セン ト ラ ル Ϟ

࿈ ཁ৴ େ◌ എผ χタܠ の受 に関 し た事例に し て分析し 、 主な事例の内容や ・ Ҽ 、 医療機関から 報告さ れ

հ�た改善 を ・ し た。

ʮ ݯ ʯ ʮ ʯ࿈ૹ ৴ ◌ి ண ૹ ৴　 機に関 し た事例では、 入れ・ れ と 患者に装 する 機の ҧ い を 取り 上げて

ݯ Մૹ ৴ ◌ి ੑ分析し た。 機の 入れ・ れにΑり 患者の 変の発見が・ れた 能 がある 事例が報告さ れてい

 �  �  � ૹޙ ݯ ৴ ண ਗ਼ ১ ૹ ৴ ◌ిる こ と から 、 検 など で 機を 外し た に 装 し た・ や、 など の に 機の を ・ っ た

ޙ ݯ ཁඞ ◌ి ඞܗには、 を 入れてセン ト ラ ル χタ に・ が出ている か確認する こ と が である 。 · た、Ϟ

ૹݯ ৴ ◌ి த ண ૹ ৴機の を ・ ら ・ に 断など の機能を 活用し て運用する こ と も 一案である 。 患者に装 する

ཁੜ ੜผ機の ҧ いは、 患者の 体情報が の患者の 体情報と し て表・ さ れる ため、 不 な・ 療や・ 療の・

 � ண� ૹ ৴れにつながる お・ れがある こ と を 認識し 、 χタ リ ン ά 開・ ・ や 装 など には 機と セン ト ラϞ

ཁ߹൪ ඞル χタ のチャ ωル 号が っ ている か確認する がある 。Ϟ

࿈৴　 セン ト ラ ル χタ の受 に関 し た事例ではϞ ʮ ʯ◌ొ ज़、 チャ ωル ・ ・ れ を 取り 上げて分析し た 。 手

ޙ � ࣨ ౩ ◌ొの病 や  入院・ にチャ ωル ・ を ・ れ、 ・ ・  χタ リ ン ά が行われていなかっ た事例Ϟ

ཁഎ ॱ ୲ܠが報告さ れており 、 ・ Ҽ と し て手 や業務分 が明確でないこ と が げら れていた。 · た、 ・

ʮ ʯհ ֊ Կଞ ◌ొ ੜ ஈの の事例で・ し た ・  ҧ い の事例は、 発 の経Ң が不明な事例が多く 、 ど の で を  

ҧ ͑ ঢ়  たのか・ Ѳ する こ と が・ し い がう かがわれた。

࿈ࢦࣔ  ࿈ૹ ৴ ৴　 機に関 し た事例と セン ト ラ ル χタ の受 に関 し た事例に 通し て、 χタ リ ン ά のϞ Ϟ

ૹ ৴ ண にΑりܗ 患者に 機を 装 し ても 、 セン ト ラ ル χタ を 見ておら ・ 、 ・ が表・ さ れていないこ と にϞ

ࢦࣔ  ཧ ղຯ 付かなかっ たこ と が報告さ れていた。 χタ リ ン ά の が出ている こ と の意 を する こ と がϞ

ཁݸ ཁ ඞࡖ  ඞ ੑ ஙであり 、 医療チーム 内で 々の患者の χタ リ ン ά の を 検討し 、  有する 体制の が・Ϟ

· れる 。

৺ ഥ　 数やSpO2 ੜࢹ ଓ తなど の 体情報の・ な は ԠԽঢ় ଶ ਝ、 患者の の変 に ・ に対 する ためには不

Մ ૹ ৴ ண ॱ ৬ ܽ◌ である こ と から 、 医療機関において 機の装 と セン ト ラ ル χタ の設定の手 を 確立し 、Ϟ

ཁ◌ॏ員に周・ する こ と が である 。

� ࢄ ݙ จ（ ・ ）

ɽ   ߹ ಠࡖ  ਓ ૯๏立行・ 医薬品医療機 機 ʮగ ൛ɽ PM% A医療安全情報/ o 29改 セン ト ラ ル χタϞ 、

ʯベッ ド αイ ド χタ 等の取ѻ い・ の注意についてϞ ɽ 2020年月ɽ

 httpsXXX pm dagoKpples00023783pdf（ 参照202）

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ࿈◌ ◌ ◌ྫઢ� ৺ ◌ి ਤ ૹ ड ৴  ແ χλ ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ Ϟ ͷ˙
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̎ ʳ � ޡ �  ࿈◌ ◌ ◌ྫૠ ◌ೖ ॻใң  ʹ  （ 第3 回 ）ʲ ͷ
 �ঢ়  ใ（ ・ ）

ʮ ʯ ޡ ࿈ճ� େ◌ ୖ ૠ3 報告書（ 20 年9月公表） の分析テーマと し て ң  の 入に関 し た事例 を 取り 上

ૠޙ  ◌ํ ๏げ、 ң  入 の確認 や ૠ、 入し たң  について分析し た ʮ ޙ。 ・ の 、 医療安全情報/ o 2 経

ʯ ޡཆඓ ૠӫ チ ーブの 入ϡ ఏ  （ 20 年 2月 ） では ཆඓޙ  ૠ、 経 ӫ チ ーブを 入ϡ Ի ெ◌ௗ๐、  の 取の

 � ಓޡ  ૠみでң 内に入っ たと ・ 断し たが、 ・ には に 入さ れていた事例について注意喚起を 行っ た。

 �ճ　 、 本報告書の分析対象期 ʮ ）ૠޡ  202 年 月ʙ 3月） に、 分析テーマの ң  の
࿈

入に関 し た

ʯ  �事例 に類似し た事例が3件報告さ れたため、 取り 上げる こ と と し たͼ ճେ◌ୖ 3。 報告書の分析対象

Ҏ ޙ  ߱◌期 の20年0月 に報告さ れた事例は2件であっ た。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̍ʮ � ʯ ޡ �  ࿈◌ ◌ ◌ྫਤ ද ૠ ◌ೖ ใ  ݅◌ң  ʹ  ・ͷ ͷ
 ߹ ݄◌  ݄◌  ݄◌ ʙܭ◌݄  3 ʙ ʙ 9 ʙ

・ 0 0

・ 2

・ 3 3 3 3 2

・ 3 3

9・ 2 2

・ 2

・ 3 2

・ 9 2

3 ・ 2 3

・ 3 ・ ・ ・ 3

ᶚ ʵ ̎ʵ ̎ ʮ ʯ ޡ◌ྍ◌ ཆਤ ද શ ඓ ૠ ◌ೖใ / ɹܦ ҩ ・ P ӫ ν ʔϡ ϒ ͷ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ޡ  ࿈◌ ◌ ◌ྫૠ ◌ೖң  ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ ͷ˙
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�◌ྫ ◌ྨ
（ ・ ） ・ͷ

̍ ૠޙ  ◌ೖ  ೝ ◌ํ ๏） ң  ͷ
ޙ  ཧૠ ◌ํ ๏　 ң  入 の確認 を 整 し て・ す �  �ઢ。 画像 Ө を 行っ た事例が多く 、 ・ のう ・ 9 検 を 行っ

た事例は8件であっ た。

ᶚ ʵ ̎ʵ ਤޙ  ද ૠ ◌ೖ  ೝ ◌ํ ๏ɹ ３ ɹ ң  ͷ

ૠޙ  ◌ೖ  ೝ ◌ํ ๏ң  ͷ  ݅◌ ・

�画像 Ө あり
 �9 ઢ 検

�ઢ9 Ө のみ 3

8
8

� Իઢ ๐9 Ө と  27

� Իઢ ๐9 Ө と  と ң 内容・  Ҿ

�ઢ9 Ө と ң 内容・  Ҿ

ಁ◌�ࢹ Ө

 �༧ଞ తの・ で 定し ていたC5検 2

�画像 Ө なし

Ի ๐ のみ 7

29
Ի ๐ と ң 内容・  Ҿ 9

ң 内容・  Ҿ のみ 2

ཆ ૠ ஔ経・ ӫ チ ーブ 入・ ・ 装ϡ

 � なし 9

߹ ܭ

̎ � ݕ � ◌ྫ （ઢ࢙�� ྨ◌ 9 Λ ・ͷ
 � �ཧઢ　 9 検 を 行っ た8 件の事例を 整 し た と こ Ζ、 画像を 見て確認し た 事例は73件、 画像は Ө

த ઌ ஔし たが見なかっ た事例は 件であっ た。 画像を 見た事例73件 、 27件はң  の・ 行や 端のҐ

ޡ  ૠをޡ  見 り 、 入に 付かなかっ た事例であっ た。

　 本報告書では、 ң ޙ �  ૠޡ  ઢ ૠ入 に Ө し た9 画像を 見たが、 入に 付かなかっ た事例27件を 取

り 上げて分析する こ と と し た。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̐ � � ◌ྫ ਤ࢙�� ྨ◌ ද ઢɹ ɹ 9 Ө Λ ・ͷ

� � ◌ྫ ઢ9࢙�� ྨ◌ Ө Λ ・ͷ  ݅◌ ・

画像を 見た
ૠޡ  入に 付いた

73
ૠޡ  入に 付かなかっ た 27

画像を

見なかった

 � � ҧ ͑ �ճ ճલӨ し た画像と  て、 Ө し た画像を 見た

ࢥ  �Μ ͩଞ 者が確認し ている と い 2

ࢥ ͩ Μ ૠ  ޡ �  த ૠである ため、 入する は・ はないと い

Ի๐ が確認できࢥ たため、 画像を 確認し なく ても Αいと った

 �Լਲ ૠ 全・ で 入し た に画像を 確認する 習 がなかっ た

 � なし

߹ ܭ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ޡ  ࿈◌ ◌ ◌ྫૠ ◌ೖң  ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ ͷ˙
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ݟ͕ͨ ޡ � ◌ྫ  ཁըઢ ૾ ૠ ◌ೖ（ ３ ） 9 Λ ɺ ʹ  ・ ・ ・ ・ ・ͳ ͷ
̍ �◌ྫ  ཁ

） ͷ
ᶃ ◌ൃ ੜ ॴ・

ੜ　 発 場所は病・ が件と 多かっ た。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̑ਤ ද ◌ൃ ੜ ॴɹ ・

◌ൃ ੜ ॴ  ݅◌・ ・

病・

ICUP ICU

�Ө ࣨઢ ઢ�◌์  ◌์  療・ 3

ज़�手 2

 ◌໋   センタ ー

߹ ܭ

ᶄ ࿈ ◌ྍ Պ ・

࿈ ਲ ਆ ଞ 　 事例で選・ さ れていた関 診療科は、 科と ・ 経外科が・ れ・ れ3件で、 に様々な診療

科の報告があっ た。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̒ ࿈ ◌ྍ Պਤ ද ɹ  ・

 ࿈ ◌ྍ Պ・
࿈ ◌ྍ Պ ݅◌ ・  ・  ݅◌ ・

Խਲ 科 3 消  科 2

ਆ ॥   ・ 経外科 3 内科

  科 2 ਆ 経内科

৺ ◌ ଁ  ◌݂  外科 2 ਛ ◌ ଁ 内科

�খ 科 2 リ ・ マチ内科

ਆݺ 経科 2   外科

内科 2 外科

内科  ݺ 2 ࣖ ඓ Һ ・ 科

�ਆ খ・ 経内科 2 外科

ઢ◌์  リ ハビ リ テーショ ン科 2 科

࿈
ճ Մ◌ෳ˞ 関 診療科は 数 ・ が 能である 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ޡ  ࿈◌ ◌ ◌ྫૠ ◌ೖң  ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ ͷ˙
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ᶅ � ऀ◌ݧ ৬ छ ৬ छ ・ܦ ・ ・ͱ
ݧ Ҏཧ Լ৬ छ ৬ छ　 ・ 事者 と 経 年数を 整 し て に・ す。

　

ᶚ ʵ ̎ʵ ̓ � ਤݧ ද ◌ऀ ৬ छ ৬ छ ɹܦ ・ ・ ・ͱ

�◌ऀ ৬ छ・
৬ݧ छ ・ܦ ・

߹ ܭ
Ҏ ◌্ʙ ・ ʙ 9・ ʙ ・ ʙ 9・ ・

医0ࢣ 7 28

2 ޢ ࢣ 2 3

� 科医0ࢣ 0 0 0  

ઢࢣ  ◌์  診療 0 0 0 0  

ճ Մ◌ෳ˞ ・ 事者は 数 ・ が 能である 。

ᶆ ◌ྸ ◌ऀ ・ͷ
Ҏ◌ྸ Լ　 事例で選・ さ れた患者の年 を に・ す。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̔ ◌ྸਤ ද  ◌ऀɹ ・ͷ

◌ྸ ◌ऀ ・ͷ  ݅◌ ・

 � ະ  0 2

 �0・2

 �0・

 �0・

 �70・

 �80・

 �90・

߹ ܭ

ᶇ  ◌ऀ ・ Ө  ͷ
ʮ ʯ Ռఔ ఔ ఔ　 報告さ れた事例で選・ さ れた事故の 度と ・ 療の 度を ・ す。 事故の 度 では、 Ҽ 関・

ʮ ࢮ ʯ ʮ Մέ◌াߴ   ଘ ੑは不明である が、 ・ や ・ の 能 がある （ い） ʯ が選・ さ れている 事例も 報告さ

ʮ � ʯ ʮ ʯ ◌ްఔ ೱれていた。 · た、 療の 度 では な・ 療 が9件選・ さ れていた。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̕ ਤނ � ද ఔɹ ・ͷ ᶚ ʵ ̎ʵ ̍̌ɹ � ◌ྍਤ ද ఔ ・ͷ

ނ � ఔ ・ͷ
◌ྍ ఔ ݅◌ ・ ・ ・ͷ  ݅◌ ・

ࢮ  ◌ްೱ・2 な・ 療 9

Մέ◌াߴ   ଘ ੑ・ の 能 がある （ い） ඍ ܰ◌ な・ 療  

Մέ◌া  ଘ ੑ・ の 能 がある （ ・ い） �療なし  

Մέ◌া  ଘ ੑ・ の 能 なし 8 ʮ ʯ ༁
˞ 医療の・ 施あり を選・ し た2件の内 を・ す。

έ◌া  なし 7

߹ ܭ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ޡ  ࿈◌ ◌ ◌ྫૠ ◌ೖң  ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ ͷ˙
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̎ �◌ྫ ੳ） ・ͷ
ᶃ ըೝ� � ૾ 

 �　 事例に さ れていた内容から
ཧ ઢ、 確認し た画像について整 し たと こ Ζ、 多く の事例は9 検

 �  �ઢの画像であっ た。 9 検 の画像を 確認し た事例2 件のう ・ 、 ータ ブルϙ �ઢ ஔ9 Ө 装 のディ

ス プレ イ で確認し ていた事例が3件あっ た。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̍̍ ըਤ ද ೝ� � ૾ɹ  

ը ೝ� � ૾  ݅◌ ・

 �9 ઢ 検 の画像 2

ಁ◌Լࢹ の画像 3

߹ ܭ

ᶄ ޡ    ૠ ◌ೖ� � ෦ң  Λ Ґ

 � Ҏ ޡ Լૠ ෦　 事例に さ れていた内容から 、 っ てң  を 入し た Ґ を に・ す。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̍̎ ਤޡ    ද ૠ ◌ೖ� � ෦ɹ ң  Λ Ґ

ޡ    ૠ ◌ೖ� � ෦ң  Λ Ґ  ݅◌ ・

  ࢧ
ӈࢧ   

0
   ࢧ� 

  

ഏ 3

2 ࢍ 

ෲ◌ࢍ  2

ॎ◌  

ޙ  ෲ◌ࢍ  ບ

 � なし 2

߹ ܭ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ޡ  ࿈◌ ◌ ◌ྫૠ ◌ೖң  ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ ͷ˙
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ᶅ ༰ըઢ ૾ ஔ அ� �9 ң  Ґ Λ・ ・Ͱ ͷ
 �　 事例に さ れていた内容から Ҏ Լઢ ஔ、 9 画像でң  のҐ を ・ 断し た内容を に・ す。 ң  の

ԣ Լઌޡ  ບ端がң 内や  にあ る と っ て・ 断し た事例が ઌ件であっ た。 · た、 ң  の・ 行や 端

ஔޡ  ◌ৗ ଶ దҐ は通 と ҟ なる が、患者の病 にΑる も ので ・ である と っ て・ 断し た事例が件あっ た。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̍ ༰ըਤ ද ઢ ૾ ஔ அ� �３ ɹ 9 ң  Ґ Λ・ ・Ͱ ͷ

༰ը9 ઢ ૾ ஔ அ� �ң  Ґ Λ・ ・Ͱ ͷ  ݅◌ ・

ஔ దң  のҐ は ・ である
ઌң  の 端はң 内にある

ԣ Լઌ ບң  の 端は  にある

ઌ ஔ ◌ৗң  の・ 行や 端Ґ は通

ଶと ҟ なる が、 患者の病 にΑ

దる も ので ・ である

ఠޙ   ◌ଆଁң 全 でң  の・ 行は に っ ている

྾৯ ಓ ・ ϔ ルχア があ る ため、 ң  ԣઌの 端は  

ບ Αり 上にある

ԣઌ ఱ ੑ  ບ ϔ  �ルχア が 発し ている ため、 ң  

ઌのࢍ  端は 内にある

 ৯ ಓ  度の �のため、 ң  
◌ཹ৯ ಓ ஔ ඞを に する

ཁ ෦があり 、 ң  は にある

৺ޙ  ◌ ଁ ज़の手 で、 ң  ◌ৗ ଆは通 Αり ӈ を ・ 行し て

いる

ਖ਼ ஔң  を数cm 進める と し いҐ になる

৺ޡ  ◌ి ਤ画像に・ っ た のリ ード をң  と 認し 、 ・ 行に・ ・ はないと ・ 断し た

ࢣ ࢥ ࢣ ૠޡ ݴ ઢ  ਖ਼◌์  医 は 入と っ たが、 診療 から し く 入っ ている と われ 、 ・ の

ਖ਼意見がࢄ�  し いと た

 � なし

߹ ܭ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ޡ  ࿈◌ ◌ ◌ྫૠ ◌ೖң  ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ ͷ˙
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ᶆ ૠޡ ݟͨ͠ ◌ೖ ◌ൃ Λܖ  

ޡ �  ཆૠޙ  ന ౬ ঢ়ܖ　 ң  の 入を 発見し た 機を ・ す。 ң  から 内・ 薬や 、 ӫ など の注入 に患者の

Խଶ が変 し たこ と で 付いた事例が2件と 多かっ た。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̍̐ ਤޡ ݟͨ͠ ද ૠ ◌ೖ ◌ൃ ɹܖ Λ  

ૠޡ ݟͨ͠ ◌ೖ ◌ൃ Λܖ   ݅◌ ・

ന ౬内・ 薬、 、

 �ཆ
ӫ など の

注入ޙ 

Խঢ় ଶ患者の が変 し た

 �C5検 を 行っ た 7

2

23

 ��  �ઢ9 画像の Ө と C5検 を 行っ た

ૠ ઢң  入・ の9 画像を 見直し た

・ࢮ ・ 画像診断を行った 2

 ��ઢ9 画像を Ө し た

ࢧ  �   検 を 行っ た

 �Խঢ় ଶ తผ患者の は変 し なかっ たが、 の・ でC5検 を 行った

 � なし

Խঢ় ଶ注入なし 患者の が変 し た

 �C5検 を 行った 2

ૠ ઢң  入・ の9 画像を 見直し た

 ��ઢ9 画像を Ө し た

߹ ܭ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ޡ  ࿈◌ ◌ ◌ྫૠ ◌ೖң  ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ ͷ˙
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�◌ྫ ༰
３ ） ・ͷ
　 主な事例の内容を ・ す。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̍̑ �◌ྫ ༰ਤ දɹ ɹ ・ͷ
ނ � ༰

/ P ・ͷ ނ � ཁ
എ ܠ Ҽͷ վ ળ �

�◌ྫ
ஔ ద அ� �̋ ң  Ґ ・ ・ ・ Δ ・ͷ Ͱ ͱ

 �έ◌া  ૠ意識 のある 患者にң  を 入し た ૠ、

߅ ࢣ ઢ ๐入・ に ・ が あ り 、 医 は9 画像と  

Ի 、 ң 内容・ の Ҿ で確認し た ҉ ৭。 ・ のң

ൈ◌  内容・ が Ҿ さ れたためң  を し 、 ң 内

ࢹ  � 検 を ・ 施し た ಈ ੑ  ◌݂。 ң 内に活 の出 は

ࢣ  �ૠなく 、 医 はң  を 入し た Ի๐。  は確

ʮ ʯ ޙ認でき なかっ たが ң カ ラ のため・ Ζうϝ

ࢥ ઢ ઌと い、 9 画像でң  端がң 内にあ る と

ཌࢣ
・ 断し た。 日、 医 は ޢ ࢣから 患者の

SpO2 Լ ๚  が・ し たと 報告を 受け、 し た。 患

ස者はݺ  であり ݺ Իݮ ऑ、  の があっ た 。

 ෦  �ઢ9 画像で   を 認めた  � લ。 ・ の 、

ૠ日のңޙ   入 の 9 ઢ 画像を 見直すと 、 ・ の

�  ܰ◌から 度の  があり 、◌େ ޙ  ・ の し てい

෦る のを 確認し た。   �C5検 で  内にң

ૠ が 入さ れている こ と が・ 明し 、 た・ ・ に

ൈ◌  ң  を し た 。ૠޙ  ң  入 の  �ઢ9 画像を

ࢧ�  ഏ ಥ ◌ഁ度確認する と 、    から を き っ て

ޙ  ૠޡ  ૠいる と ・ 断さ れた。 ң  入 から 入が

・ 明する · で注入は行われていなかっ た。

ࢣ  �ஔ・  医 はң  のҐ を 確認する 、

ઌң  の 端のみを 見て、 ・ 行の確

ଵ認を っ た。

ૠޙ  ◌ෳ ◌ํ ๏・  ң  入 の確認は、 数の

で行う ルールになっ ていたが、 医

ࢣ Ի๐は が確認でき なかっ たの

ଞ ◌ํ ๏に・ の の確認 を 行わなかっ

た。

9 ઢ ◌ෳ・  画 像 は、 数 の 医 療 ス

タ ッ フ で確認する 。

ଘ గ໘・   マχ アルの全 改 をϡ

行う 。

 ◌ෳ ஔ◌ํ ๏・ 数の でң  のҐ を 確

認する 。

 � ճޡ  ૠ ઢ ・ܯ  の 入の9 画像を

・ 事例と し て、 マχ アルにϡ

するܝ�  。

ࢣ ޢ ࢣ ඓ ସ� ఏ医 Aは Αり 経 ң  の入れ を

0 � � ૠ案さ れた ため、 にң  を 入する こ

 � ૠと と し た。 ・ の 、 患者のң  の 入は・ し

ࢣ � ݱ ◌ཹ
Մ ੑ ஔい 能 があっ たため、 医 Aは さ

ૠれている ң  は 入し た· · で新し いң  の

ૠ߅  ૠ入を 行っ た。 ・ はなく ス ム ーζに 入で

Ի๐き 、  も 確認し た 2 ա ͗�。 に ータϙ

� ࢣ ઢブࢣ ル9 Ө を 行っ た。 医 Aと 医 Bが、

ータ ブルϙ �ઢ ஔ ໘9 Ө 装 の χタ 画 でϞ 2本

ԣ Լບのң  は に  にある こ と を 確認し 、

ݹ ൈ◌  いң  を し た ࢣ ૠ。 医 は新し く 入し た

ઌޢ ࢣ ஔ ਖ਼ ୲ң  の 端のҐ は し いこ と を ・  

 � ୲ޢ ࢣ னに・ ・ た。 ・ 30分 、 ・  は 分

 �  �༩ ཆ
の 内 ・ 薬 を ・ し 、 ・ Α り ӫ を

L ̷  � ӷ༩
m で・ を 開・ し た。 ・ の 、 ң は

Ի๐Ҿ けな かっ た が、  は確認でき た。 9

�分、 SpO 2 Լが93 に・ しˋ 、  Ҿ を 行っ

9 �  �たが改善・ ・ 、 2分 にはSpO2が88ˋ

9 � ࢣ ·Լࢧ で・ し た。 30分に医 Cが   

 � ઌ ഏ検 を ・ 施する と 、 ң  の 端が 内にある

ཆࢭ
தこ と が・ 明し た。 す・ に経 ӫ を し 、

 �ཆ
త用手 にң  から Ҿ ける ・ けӫ を  Ҿ し

ޙ  ൈ◌  た 、 ң  を し た 。ૠޡ  入が・ 明し た・

�ཆ ༩ ◌ྔ
ੵ点で、 ӫ ン プでの・ はϙ 2mL

であっ た。

ࢣ ઢ・  医 が9 画像でң  の ஔҐ 確認

を行い、 ・ ・ がないと ・ 断し たた

 �ཆ ༩
め、 内・ 薬と ӫ を ・ し た

ૠが、 ң  は  に 入さ れて い

た。

・  ータ ブルϙ �ઢ ஔ9 Ө 装 の χタϞ

ஔ ◌ৗではң  のҐ がҟ である こ と

を認識でき なかっ た。

 � ૠ߅  ◌ૢ・  ң  入 は・ なく ス ムーζ

Ի ெ◌ௗ๐に行われ、  は 取でき てい

た。

Ի๐・   は確認でき たが Ҿ でң 内

 �ཆ
容・ の Ҿ ができ ない· · ӫ

༩
を・ し た。

ஔࢠ ඞ ◌ి・  ң  のҐ は、 カル

テに付属し ている 画像用 χϞ

タ で確認する 。

ӷԻ ெ◌ௗ๐・   が 取でき ても 、 ң

߹ ඞが全く Ҿ けない場 には、

ͣ ઢ ਖ਼9 画像でң  が し いҐ

◌ཹ
ஔ ஔに さ れている か確認す

る 。

 � ཁ 
ஔ ඞ・  ң  のҐ 確認の 、

ࢧ ซは   を 用する 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ޡ  ࿈◌ ◌ ◌ྫૠ ◌ೖң  ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ ͷ˙
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ނ � ༰
/ P ・ͷ ނ � ཁ

എ ܠ Ҽͷ վ ળ �

Δ ͕ �◌ྫ
࢙  ઌ ஔ ௨ ◌ৗ  ◌ऀ ප ଶ ద அ� �̋ ң  ・ ・ ・ Ґ ・ ҟ ɺ ʹ ΑΔ・ ・ ・ Δ ・ͷ ͱ ͳ ͷ ͷ Ͱ Ͱ ͱ

3

લ ૠ患者は 医でң  入・ 、 ң  が  内に・

དྷ
入し 、 ӈ   を し たため 、ࢍ   ド レ ナーδ

ޙ  ணが行われた。 ・ の 、 BiPAPを 装 し たが・

ޮ◌ ࢣ స ୲し ないため・ 院に 院と なっ た。 ・ 医

ཧ  ݺ
ਓは、 ・ を 開・ し

ཌ
స、 院の 日にң

ૠ を 入し た Իૠ ๐。 入はス ム ーζで、  を

ӷெ◌ௗ 取でき 、 ң は Ҿ でき なかっ たが 、ࢣ 医

ఠはң 全 を し ている ためである と ・ 断し た。

ࢣ ઢ ૠ ஔ医 が9 画像でң  の 入Ґ を 確認し た

ԣ Լઌ ບと こ Ζ、 ң  の 端は  にあり 、 体 

ଆࢥ  ◌ଆଁに対し てӈ （ ） に っ ている と っ

ఠたが、 ң 全 にΑる Ө  のためである と ・ 断

ૠ  し た。 · た、   を し ている ため、   

ࢥ  � ・にޙ  入し ないと い Μでいた。 ・ の 、 ӫ

 � ཆޙ 
の注入をࢍ  開・ し たが、 ・  に ド

͡ � � ӷཆ
ഉレ ーン Αり ӫ り の を 認めた。

 �C5検 で、 ң  は લ ഏ ଛ ই ෦、 医で し た Ґ

༝
をࢍ  経 し てӈ  内に・ 入し ている こ と を 確

ൈ◌  認し たため、 ң  を し た。

ࢣ ・ૠޙ   医 は、 ң  入 の確認はマ

χ アル通り に行っ た。ϡ

ࢣ ԣઢ・  医 は9 画像を 見て、 ң  は

ӽ ͑ ບ をޡ  ている と った・ 断を

し た。

・  ң  の・ 行にҧ ・  がある 場

�Ө ͩ߹ ઢには、 9 画像の け

 � ◌ৄで はな く 、 C5検 な ど で

 �に確認する 。

・  Ψイ ド イ ヤー付き のң  をϫ

ૠ߹ޡ  ૠ入する 場 、 入する  

ݥ  �ੑ について 度周・ する 。

ʹ ࣸ ͬͨ ޡ � ◌ྫ
ը࢙  ૾ ৺ ◌ి ਤ ೝ� அ� �̋ ʔ υΛң  ɺ ・ ʹ ・ ・ ・ ・ ・Ϧͷ ͱ ͳ ͱ

� ࢣ �લ患 は 日、 PICUに入・ し た。 医 は患

ݺ མ 
 ঢ় ଶ ணの が いたため 、 ң  を 8' rセ

イ ラ ム αン プチϡ
ཆ

ーブから ' rӫ カ テーテ

ཆ
ସ� ൺ  తルに入れ た。 ӫ カテーテルは ス

ӷૠム ーζに28cm ΄ ど 入でき たが、 ң はҾ

Ի ऑ๐ ฉけ・ 、  は く こ ・ た ෦。   �9 ઢ 検

 � ৺ ◌ి ਤを 行い、 画像を 確認し た に、 のリ ー

ཆޡ 
ૠド を ң 内に 入さ れたӫ カテーテルと 認

ཆ
ஔ ௐし 、 ӫ カテーテルのҐ を 整し た。 ・ の

 � � ޙ ݺ ֏  ঢ় ଶも ・ 々 き みはある が、 患 の

 �མ ཆ
ணは いて いた。 ・ から 経・ ӫ 開

ӷ ◌݂を 検討し ていたが、 ң  から がҾ けたた

ന ౬ ఔめ、 内・ 薬のみ m L 度で注入し た。  

 �  �Ի ֏ ෦๐ の確認で き みがあ り 、 度 9 ઢ

� Өࢧ を 行っ たが、 ӈ   内にң  が・ 入し

て いる こ と に 付かな かっ た � 9 �。 患 は

ա ͗ ໐Αりݱ が出 しᄶ ݺ Խ ঢ় ଶ、 がѱ し て

Ժ不ޢ ࢣ と なっ たため、  はң  Αり ト リ ク

ϩ リ ールシϩ � �ッ プ8m Lを 注入し た。 患 は

༩ݺ
◌ૉ  ঢ় ଶ・ を 行っ ても の改善が・ し かっ

ࢣ ෦た。 医 は、   �ઢ9 画像を 度確認し た。

ͦ  � のࢧ 、 ӈ   内にң  が・ 入し ている こ

աと を 認識し た。 こ の・ 点で  の 9 ઢ 画像も

ૠ見直し 、   内に 入さ れて いる こ と がわ

ൈ◌  かっ た。 す・ にң  を し たが ঢ় ݺ ଶ、

࿈བྷ
の改善を 得ら れ・ 、 家族に し た上で、  

 ૠ  を 行っ た ᙹ。   内から は はҾ け た

 �が、 薬 やト リ ク リ ールシ ッ プ様のも のϩ ϩ

ޙ � Խૠ  ◌ঃ ◌ૉはҾ けなかっ た。 は 々に は改

ঢ় ݺ ଶ善し 、 は安定し た。

৺ ◌ి ਤ ૠน・   の のリ ード をң 内に

入しޡ  たң  と 認し た。

෦・   9 ઢ ઌ画像でң  の 端を 確認

 � ෲする◌ࢍ  に 内し か見ていなかっ

た。

�ཧ
Լ ֏੩  ・  ・ の患 であり 、 ・ᅉ

 ◌ࣹ ऑがややݮ し ていた。

 � � Մઢ ৺・  9 検 、 能であ れば

◌ి ਤ త আ  のリ ード を 一・ に

ઢする か、 9 画像にӨ  のな

�ஔ ணいҐ に装 し て Ө する こ

◌ྀ
とࢄ  を する 。

ৗ◌ ޡ  ૠ・ に  内・ の 入を意識

ઢし て、9 画像の全体を 見る 。

Ի Ի ऑ๐・   の確認・ に が い場

༠
߹ ߹֏や、 が 発さ れる 場ᅉ

ઢは9 画像を 見直す。

ӷഉ・  ң  の のpHチΣッ ク を

◌ྀ
行うࢄ  こ と を する 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ޡ  ࿈◌ ◌ ◌ྫૠ ◌ೖң  ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ ͷ˙
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̐ ཁओ എ （ܠ ɾ Ҽͳ

ཁ ཧഎ 　ܠ 事例の主な ・ Ҽ を 整 し て・ す。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̍̒ �◌ྫ ཁਤ ද എ ɹܠ ɹ ɾ Ҽͷ
˓ ը ૾ ಡ Өͷ

ԣ ͑ ӽ ޙ ૠޡ  ບ・  ң  入 の確認はマχ アル通り に行っ たが、 っ て  を ている と ・ 断し た。ϡ

ઢޡ  ॎ◌  ஔ・  9 画像では が見・ にく く 、 ң  のҐ を 認し やすかっ た。

 �ஔ ઌ ଵ・  ң  のҐ 確認の 、 ң  の 端のみを確認し ており 、 ・ 行の確認を った。

ࢣ  
ࣨ
ࢹ ࢹ ԣ ӽ ͑ ಁ◌ࢥ ਖ਼ ◌ಁ ઌ໘ ບ・  医 は、 で の 画像を見ており 、 ң  は  を て 端がң 内に入っ たと った。

 � ෦ࢍ  ઢ ઌ ◌ෲ・   9 画像でң  の 端を 確認し た に 内し か見ていなかっ た。

৺ޡ  ◌ి ਤ ૠ・  画像に・ った のリ ード を ң 内に 入さ れたң  と 認し た。

ը ըೝ� � ૾໘̋  ・

 ࣨ 7 � ޙ ࢣ ◌ཹૠ ঢ় ଶ ஔ・  ң  入 の画像は、  5で・ Ґ の で Ө し たため、 医 はң 内に さ れている と ・ 断し た。

� ࢣ ઢޙ � ઢ ஔ খ ໘・  ータ ブル9 Ө 、 医 は ータ ブル9 Ө 装 の さ い画 で確認し た。ϙ ϙ

˓  ◌ऀ ঢ় ଶͷ
ࢹ ԣ ӽ ৗ◌ࢍ ͑ ◌ෲ ◌ಁ ບ・  通 であればң は 内にあ る ので で  を たこ と を 確認する が  �ԣઌ ఱ ੑ ບ、  ルχϔ

 � ࢍ ྀ◌ Մࢄ  ੑアの 発を っ ていたため、 ң が にある 能 を し た。

ա・  患者の  の ԣ ບC5画像で  Αり 上にң がある こ と が確認さ れていたため ԣ ઌບ、  Αり 上にң  の

端があっ ても ・ ・ ないと ・ 断し た。

̋ ͦଞͷ
ࢣ ઢݴ͑ ਓ ◌े・  9 画像を医 で確認し ており 、 分な確認と は なかっ た。

ࢣ ઢޢ ࢣ  ◌์  ・  診療 は主・ 医や に ʮ ʯ ңݴ に入っ ている と  く っ たため 、ޢ ࢣ 主・ 医も  も ・ の・

断をࢭ ・ の· · 受け めた。

ઢࢣ  ◌์  ・  診療 は � � ઢޙ �  ஔ、 9 Ө に ータ ブル Ө 装 のディ ス プレ イ で画像を 確認し た にϙ 、 ң  のҐ

ஔ は見ていなかった。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ޡ  ࿈◌ ◌ ◌ྫૠ ◌ೖң  ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ ͷ˙
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̑  ͔ ͞ �Ε ͨ◌ྍ  վ ળใ �） ҩ Β

Ҏ Լ հ�　 医療機関から 報告さ れた主な改善 を に・ する 。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̍̓  ͔ ͞ �Ε ͨ◌ྍ  վਤ ද ળใ �ɹ ɹ ҩ Β

˓ ը ૾  ೝͷ
ઌࢠ ஔ ඞ ◌ి・  ң  の 端のҐ は、 カルテに付属し ている 画像用 χタ で確認する 。Ϟ

ৗ◌ ޡ  ૠ ઢ・ に  内・ の 入を意識し て、 9 画像の全体を見る 。

༠߹ ߹Ի Ի ֏ऑ ઢ๐・   の確認・ に が い場 や が 発さ れる 場 は、 9 画像を見直す。ᅉ

�Ө ͩ  �  �߹ૠ ஔ ઢ ◌ৄ・  ң  入Ґ にҧ ・  がある 場 は、 9 けではなく 、 C5検 など で に確認する 。 　

 �ஔ ઢ・  ң  のҐ を9 画像で確認する は、 上 医と ダブルチΣッ ク を 行う 。

˓  � վ४ खॱ గ ɾ ɾ χ Ξ ・ ɾϚ ϡ ϧ ͷ
 �ૠ ઢ ಡ・  ң  入・ の9 画像 Ө 基準の ・ について検討する 。

・ࢭ  ・ 院の医療事故・ マχ アルϡ ޢ  ॱ ஔ ◌ํ ๏・  手 でのң  のҐ 確認 は ࢧ�  ԉௐ、 医療事故  ・ セン タ ー

ݴ ݱ ݴ Ԋ◌ྀ ࢄఏ ଇ ෦ ঢ় ఏ గの に し ていない 分がある ため、 ・ 院の を し て に ったマχ アルに改 する 。ϡ

ૠޡ �  ઢ ܯ ・ܝ  入の9 画像を ・ 事例と し て、 マχ アルに する 。ϡ

˓ Ձ ◌ऀ ධͷ
ࢣ ࢣ ޢ ࢠ ୲ޡ  ૠ・  ・ 医 と  はң  の 入に関する 患者のリ ス ク Ҽ について評価し ૠ ◌ํ ๏、 入 を 検討し たう

͑ で・ 施する 。

˓ ◌ෳ ೝ◌ํ ๏・ ʹ ΑΔ ͷ
Ҏૠ ઢ ௐ・  ң  入・ の確認は、 9 画像 外にも 、 ң 内容・ を Ҿ し てpHを ・ る 。

 � ཁ ઌࢧ ඞ ซ・  ң  の 端の確認の 、 には   を 用する 。

˓ प ・

ઢࢣ ૠ ઢ ஔ ৬ ◌์  ・ 科医 がң  入・ の9 画像でのҐ 確認の イ ント を· と め、 全 員に周・ する 。ϙ

˓ ଞͦͷ
Մ৺ ◌ి ਤ త আ  ・  のリ ード は、 能であれば一・ に する か、 �ઢ ஔ ண9 画像にӨ  のないҐ に装 し て Ө する 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ޡ  ࿈◌ ◌ ◌ྫૠ ◌ೖң  ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ ͷ˙
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̒ � ʹ ͍ͭͯૠ ◌ೖ� ઢ ૠ ◌ೖ ஔ  ೝ） ң  9 Ө ʹ ΑΔ Ґͷ
　ૠޙ  ң  入 の �ઢ ઌ ஔ9 Ө にΑる 確認は、 ң  の 端Ґ を 確認でき る こ と から ൺߴ   త ੑ、 確・ が

ޡ  ཧ ཁՄ ղಡ ੑ ඞいと さ れている が、 Ө を る 能 も ある こ と を し ておく こ と が である 。 · た、 医療機

ཁ߹ਓ ◌ॏ関にΑり 員体制など がҟ なる ため、 ・ 施設に っ た取り 組みを 検討する こ と が である 。

ࢄ �  ൠ� ਓ ಈ๏　 参 と し て、 一 団 　 医療安全全  同行 が発行し ている ʮ 医療安全レ ートϙ  / o 2 ・

ʮ ʯ  �ཆ հඓ ૠ ஔ ෦に 経 ӫ チ ーブ 入・ のҐ 確認 と し て さ れている 内容を 一 ・ する 。ϡ

ʪ �ʫ � ʹ ࢄ ͍ͯͭ ઢ ૠ ◌ೖ ஔ  ೝ ෦ ൈ◌ ਮɹ 9 Ө ʹ ΑΔ Ґ （ Ұ ）

ᶃ �ઢ ඪ ४ ◌ ൣ9 Ө ғͷ
� Լઢ ◌ ൣ ෦ ಄ ◌ෲ෦ ෦　 9 の Ө ғ はң けでなく 、  、 Һ ʙ 上 （ ң ） が入る Αう にする 。

ᶄ ը ૾  ೝ Πンτϙͷ
ԣ ӽ ͑ઌ ບ　 ・ チ ーブの 端が  を ている 。ϡ

　 ・ チ ーブの・ 行が確認でき る 画像である 。ϡ

ӽ ͑෦ ਖ਼ த　 　 　   分 を ても を・ 行

ԣ ӽ ͑ਖ਼ த ບ　 　 　   の で  を る

ઌ ஔ ෦ ఔ　 　 　 チ ーブ 端Ґ は・ ・ から 0cm 度ϡ

ᶅ  ͨͬ Θ�ը ૾  ೝ ૠ ◌ೖ ・ܞऀ◌ ʹ Ͱ
　 �ࢣ  པඞ ઢࢣ  ◌์  画像の確認は 、 ґ し た医  、 Ө し た診療  �ཆ

、 ӫ を 注入する ࢣ  のޢ � 者で確

◌ෳ認。 数の・ で確認する こ と 。

ᶆ � ը ૾ ଌܭӨ ν ʔ Λϡ ϒͰ
　  ద ・ なチ ーブの・ さ の・ 安にはϡ ʮ、 ・ ・ （ cm ） ʷ ʴ ʯ తࢦ ඪ0 3 0cm の・ 定・ を  қ な と し て推

・ する 。

˞  ʮ ࢣ ʯཆ
ඓ ૠ ஔ ઢ  த ৺◌์  医療安全レ ート / o2 208年2月日 経 ӫ チ ーブ 入・ のҐ 確認　 ʙ 診療 の役 を にʙ 医ϙ ϡ

 �  �ಈ ෦ 療安全全ܝ  同行 の一 を改変し 、  ・ を得て （ httpsLyo doLodoKp） 。

 � ᶚ ʵ ̎ʵઢ ਤ　 · た、 9 画像でң  の・ 行を 確認する の イ ン ト を 表 １ ・ に・ す。ϙ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ޡ  ࿈◌ ◌ ◌ྫૠ ◌ೖң  ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ ͷ˙
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ᶚ ʵ ̎ʵ ̍̔ ըਤ࢙  ද ઢ ૾  ೝɹ ɹ 9 ң  ・ Πンτϙͷ ͷ ͷ

気管分岐部を越えても

脊椎に沿っ て走行

気管分岐部

横隔膜

胃泡

胃管

先端は

左横隔膜下で

胃内に存在

ほぼ正中で

横隔膜を越える

ʪ �ʫ  ͕ ͍ͯ Ε ࢄ ޡ ըૠ ◌ೖ� ઢ ૾ɹ ң Δ9

தޡ  ૠ　 報告さ れた事例の には、 ң  が 入さ れている 9 ઢ ઢ画像を 見たこ と がないため、 9 画像を

ޡ �  ཁૠ എ ੜܠ見ても 入に 付かなかっ たこ と が ・ Ҽ に さ れている 事例も あっ た。 事例が発 し た

 ◌ྗ
医療機関の・ にΑり 、ૠޡ  ң  が 入さ れている  �ઢ ਅ ઢ9ܝ 画像の・ を する 。 こ の9 画像を 見

ࢣ ࢧ ʮ ޡૠた医 は、 ӈ   に 入さ れている こ と にす・ に 付いていた。 上 の ң  の・ 行確認の ϙ

ʯ イࢄ  ン ト と と も に、 医療機関における 教育など の参 にし ていた・ き たい。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ޡ  ࿈◌ ◌ ◌ྫૠ ◌ೖң  ʹ  事 ʢ 第回報告書ʣʲ ͷ˙
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（ ・ ） · Ίͱ
　 ң ޡ   ࿈ ճૠ େ◌ୖの 入に関 し た事例について、 3 報告書の分析対象期 Ҏ ޙ  ߱◌の20 年 0月 に報告

 � ૠさޙ � れた 発・ 類似事例のう ・ 、 ң  入 に Ө し た ઢޡ  ૠ9 画像を 見たが、 入に 付かなかっ た事

ཁ
例27件を 分析し た。 事例の では

࿈ੜ ৬ छ、 発 場所、 関 診療科、 ・ 事者 、 患者・ のӨ  など を 整

ཧޡ  ૠ ෦し た。 さ ら に、 っ てң  を 入し た Ґ や ઢ ஔ、 9 画像でң  のҐ を ・ 断し た内容など を ・ し 、

ԣհ Լઢ ઌ ບ主な 事例を ・ し た。 9 画像でң  の 端が  Αり にあ る た めң 内にあ る と ・ 断し た事例

ઢ ଆや、 9 画像上ң  の・ 行がӈ に っ ていたが ޙ  ఠޡ  ज़ ద ஔ、 ң 全 である ため ・ なҐ である と っ て

ઢ・ 断し た事例など が報告さ れていた。 · た、 9 画像を ータ ブルϙ �ઢ ஔ খ ໘9 Ө 装 の さ い画 で確認

ૠしޡ  たこ と で、 入に 付かなかっ た事例も 報告さ れていた。

ઢ ஔ　 9 画像でのң  のҐ 確認は ൺߴ   త ੑ、 確・ が いこ と から 多く の医療機関で行われている 。 し

� తޡ  ૠかし 、 Ө さ れた画像を ど う 確認する かが 体 に教育さ れていないこ と や、 ң  が 入さ れてい

ઢޡ  ઢ ૠる 9 画像を 見たこ と がないこ と など から 、 9 画像を 見ても 入に 付かなかっ た事例が報告さ

れていた。

߹ૠ ൺ  త  ◌ॏ ಞศ ซ　 ң  の 入は な手 ではある が、 ・ に な ・ を Ҿ き 起こ し 得る こ と を 医療機関内

ཁඞ ઢ ૠ ஔ తで周・ する がある 。 9 画像にΑる ң  の 入Ґ の確認に関する  体 な注意点や確認 イ ンϙ

 � ૣ◌ޡ  ૠܝト について、 研修の機会を 設けたり 、 マχ アルに し たり する など し て、 期に 入に 付けϡ

ཁඞ ૠ ॱる Αう にし ていく こ と が である 。 医療機関においてң  の 入に関する マχ アル・ 手 の見直ϡ

 � しࢄ  や教育を 行う 、 本テーマの内容を 参 にし ていた・ き たい。

� ࢄ ݙ จ（ ・ ）

 �ൠ� ਓ  ಈ๏ɽ  一 団 医療安全全  同行 ɽ 医療安全レ ート / o2  208年2月号ɽϙ ʮ ཆඓ経 ӫ チ ーϡ

ࢣ ʯૠ ஔ ઢ  த ৺◌์  ブ 入・ のҐ 確認 ʙ 診療 の役 を にʙ httpsLyo doLodoKp

 （ 参照20223） ɽ
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